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おわり ι

第3節環境アセスメントの実効的手法

1 環境アセスメントの公正性の確保

川環境アセスメント実施の資格制度

1軍駐7セスメントの実施に関して義務を負うのは事業者・訂イ西tiJi問お

よびiT政機関である。この場令、許仙の公正件 'k理性・判'?件なとを

どう健保するかが問題となる c 以|、では、評価法におけるこの問題解決

の工夫がどのようになっているのかについて、建設プロジ斗クトと言11亜

の両 I~I から検討を加えるョ

1 )連設ブロ :...-'Lクト環境アセスメントの公正作手法

建設プ口シヱクト環境アセスメントの実施にあたって、特に J~定を設

けない日本とは異なり、「中国では、開境影響許制の実施主体を、環境

影響百円面を行うことのできる資倍を有する単依に限定する制!主を隊用し

ているJ'とまとめらltている u

すご 1チ触れたように、資格証書の規定は半くも8日午塀法において凡ら
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れたが、夜J莞7セスメント文書の作成主体についてはp月催であ Jづたり

その {{98 1j 条例 5 条に、 I~(，よ、連設寸口ジコクトの環境アセスメ/ト

制度を実h'H[ずゐむ F主「生ブ日ンゴク}， ()乃環Jえ7セスメント活動;士、去日「、の

資格~jl 脊 z 上た ~;I;r~ が担当する J と疋めっ去したc さつに、そのは糸

i項に、 E主;支部門[土公開玉札H:tt.を採用し、環i克fセスメン l、活動じ
もT令するさ出fJeiを泉氏 ι 亡、法設←ruジ」クト 1こ片する主it奇アセス l>i、

活動折実，~BI ずるここができ心 lと定めム11，2 ;tiに;.;かなむ

も、迷設部門のために涜境 Fセスメ〆 l、十五問を指定し、 i烹境 Fセスメ/

L 、古動士長，~，もさそ1一、:まならなドーと史的つれといる~また、そのうf芸員管

]セ規定をi邑じて 部境ア令スメン k報寄書， r去、は資倍を有するj退問が

検定し、立記夫u:事業老が記入してもよ〉通し その他の明~0互に 1をえして

もよ"こきれて"る

;i'1'価iJ、:J1'J，:---の趣旨を踏まえて、か条で、税ゴ完了セスメンャ祁告書〔表J

1;1相応の壬""境アセスメン十食衿を4討すご;機関ド策定し、いiJユなるj退問ベ3

f何人も設定検問τ指定1亡ばならないと時i討に規定し七円また、 98与条

例\l~止め趣旨を交けて、本法 19条;土、実J克 fセスメントの!?と正牲を確保 L 、

列ヤ性を i中川ごめ仁、資格を有すぷ王立j覚アセスメ >1、治会機関;よその弓

級事阿で技術作ーピスを{:"い、その他の部門といかなる関係も持~て

はならなしも1、Jかも現;境アセスメントの結論に主任会負うと 1亡し、る合

さわ:'，:、悶ぷぽ境保護総局;土2DO::;年8日15Hに建設ブロジ j グト底噴

ア、{スメン:'~ð.+iう管l号制泣く{以下資持管理示rJご j という)を公布し (2006

'j'lJJIHよliih'HJ. fJ")、資料付与の条件ゃ付与手紙等iこついて計約;こ照

l 才一 U

同採決[土、 安託を"1け、建設ブロ:，.-..';:ヴトI景J克アセスメン l、のため

ーピスを促I!lヲる1退問l士、当該母語、f乃めると乙λによ i'j、

埋設;，-1ジ工クトI岩絵アヒスメン k資格を申請l、F吉宗l尺晴:抗議総Iそ討の

者査と審査に ffT格後、~-}品設千円ジ ケト凍J克アセスメ〆 r資格説書 1

士以得L、資情証書が日常 jる等級と百1(也記位対，"，せl走アセス m ント

什一三スを千丁う J 亡 Iている 1，2条ん

また、河訴jまの 1条によれば、資格には:-;-1A設と乙1互の L1ill誌がある o

I :<主回、ヲラj主「出匡乃球庖影響許イロ奇11;え 点主法号27ぞき l:~CC:Z す i お頁。

のつnn4主t)i--j j;l~. 在、 主~-C9 ヲ{日)詳イム依存{bjず資格を;f=f L， r:;トミ灯、 そじっ与ち l郊の

13J ，~UJ;sn':4' 1:~8) I :'::'0 



:1'1五グリ君J迂7ヒスメシト渋市:1町三(!-;，f!J:圭‘ょ主，iJ. '~，'J; で，'~

甲級グ)註舎を所持すゐ郎内l士、長f-;;品証書規ずがり業務純国 "C、あら

叩 ξ建設ブロジ J.:7、の環境アセスメント活動を，R:";し、その環境アセ

λ£シト攻作書 を!i成寸ることがで与る i/~染 1 乙殺の~i[

弁会 I~ÿ持するトH)~1 :土、~'j-ι紙面|脊規定グ〉業務民間~::ti!~ --::1て、地方的各級環

J克保全部門が番安・ i，~TjJーする珪設ブロジ T.;; ~の康J~T-~ スメン工、 1舌到

その探墳アセスメ J ト主日寄書(表j を作成する乙とがで去る

、4粂 2~t:{) ~' 

団家康境保E主総局によって辛間続 的に発わされる資格引舎には正本

と品j斗があ f)、有効期限は 4年間とと主つひ叩 : ()条)n

さhl二、 [';1']併話、[土、環境アムゴスメ/:、"i'-どスを十円ととする除問が必万

言iflilSの結論:，:tc[L玄l壬1Cfミい、同持にその機関が招応の法的1主任子fH

:と弘明海!規定した ~2ム条jυ

;"'1 家縦士主{1~ri主総 J-;iJ:ム riH曲機関に対しご jlld[¥i質命ーをfぜい、 をじっえた況を

公イl'し (3;条j、校舎の結巣に"亡、制組のある点滴機構μ対し lご鴻

~戸[しだり1:;5条j 評鉦資絡存t:xり消 Lたり (rt時条!Lて統 的に管
返するにされる。

以ーの各づ z立法、建設ーノ号口ジマケト以涜アセスメントヴ〕叉焔Jてあ止り、

技術庁ーピスをfE供ずる機構、 ずなわち汗沼楼f誌の主格者:J!史を辺じて、

足崎ア七スメン l、視枠丈去、ヮ公百件と科学t~ ~ ~Þ:'~_~しようとするもの P

あと， ， 

Lかし、 19日1'1':亘家環境TALi委総局公布C)ム22の l建設ブロジ J ク l、主主

涜 7 さ λ メン入資情 ~'J 吉(Ffl 級)， j早待機関のう九、 2，./3 ~，主が政府~~

ni::属していたよ ζ が事j~ノう 1 グた今そ礼吋}ス、 J最j竜， 1 計:I[疑問のほと人ど(大

学 J寸属の科学研究所を漆く 1 が、政府部門::J烹L、政府主伝部門の政策

決えのために存j+LCレ=るといわ札口、る c また、 アセスメン i、

の策定検閲の ~~Æ:土、請 者?よる社_YJEで:1なく、事業者間らの委託L干

」ってi共交当れること!こなっているので、アでスメン λ灯台正["1の待i果

が保l辛ずきなし寸売法:ご止るn

~，;i í円宍閉が日級であえ〕といわれといる i 汗討~J..iが t培地昔三喜許制高FI烹比較研究

士長憶与 r~ 琵 i~~主的正こう民f宇佐I;'.J Uニ京/、予:，:版社、 ~006守 1 ZS01'=f':'の

上野b・コ才司ψ ? . 396問、

~::: '1'字GO>!.I:'-~i): 139 
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ところと吉l iiIi'の場今「はとうたっ 1 いるのか。十計a、ム3条:，1、 ':~~Ij

計百草案をdJ可して政策決討さを行ぺ門If(こ、行政[Kを技法ず心rtr:;?z以上の

人民FJJ府;土、人民政府指定の環境保日制 l'政主包部川あるいは向係部r1の

代主主守門家で構成される番斎グループを招集して、男J克7セスメント

主日寄書にし審1'1ーを 1Tい、書面で主存在予:尽を 1jl.~J:jする一と土日えする c

また、審杢グ)いマ:二巻れずるfLi門家:J 同務討の環境保護行政主管

部門の規完こ:、同 Lっして設立された専門家データベ スに J[;Zめ Lつれた、南

波分野の可門家 J7、川)1-いかっ、ランダム C')霊安さ2した甚ーから構成され

るとする v

その後、同家民地保護総局;ムギ条f乃出走在位iじし、 t共鳴?セスメン

入?存査専門家 l¥'ンクの5fi:査活動の公平・公正ふ保障するため、 2003年 8

円20R ~，ご 泌境アセスメン l、審五とそ宇，-rf家ノミンク管;主方u、l を発布L、;i'1'
1fffiit:1j-ν?と持続を同じくして2U031:V.9月1汁よ:)路行しとロ

両方法によると、寄 r~'i号、パンク!二:二、1"家:rfoil責保護総局に設，'1 される

問必CJ、ンア 1 、行政区を設置ず令市ιl"の地)J人民政府の康[主i早流行政

二七管古;['1 J ~て設置;うれる地方パ〉ク 1 がある、条fIを主主えた専 :l1J 家:..;[制人

巾請と機関の推烹ではじめて花信の専吋河:(/、ンフにそf録されうるとされ

ーとし、JJq F7 

也líil~+悶黒噴?セスメ〉ト荷主書返事グループにさき万11 ずる専門ぷ[士、

専 :11家パンク六グ)リス入かcJ::~ì~ 立:こ州!日する方弐で様式され、

:iI的な告 ~:il を侃 WI ずると同時に、川かなる部門とイE人的問与を釘存する

権利jチイベ J 、また、審査結論?責ι会災 1べさであるとされている c
れゆえ、木h法 l土、番i斉グルーャブの一員であるり門家を引が←組み入れ、

智洋するトを具体的;こむめたものごあ~)、計{耐H~ と t ツ l、で荊 ffj される。

以 のょっな出門家で構成〈二わる番杏ゲル凶ブの手;告はあくまで{阿~Ij

寸公認でさる専門家ク〉条刊 i'ては、;1)三:í~史専門める'~"は三j設業1"#;に法活がほ

え、存門こ業務にあたり:-"， 1 句+éY と!lì，';:0J を熟j， ~1 ~ ~ている?と、 fよ珠 1:'11 を堅持仁、

→A行 7:'~XE しく まずめ-'1¥瓶三とl三 廉潔に杭音ぞ履行す£こ J、

iねな荒こ J:):'治手烈知L、士号埠アセスメ J ト.u;:企J主叶1規約ψ然知""(いゐこと、

<I';=;~ 王卓*:~土桁職名を右 L、相主主与門沼践で 5{;='以上刊誌しているこ仁 <i"高
体健械で、手煮をTI査でさるこ!-'d: !'があげf:):L亡1込ヌ三

lsJ ，~UJ;sn':4' 1:~8) I :2:¥ 



'1'1五グリ君J迂7ヒスメシト渋市:1町三(!-;，f!J:圭‘ょ主，iJ. '~，'J; で，'~

( :対する事作，J[C烹だけであ丹、その純国が￡常~，-:限定さ丸て~- ) ;(シ

考えられる c 三た、計画環境アセスメント煎-;j~機関 lよ、国治決関係部 :11

&-; ，{1 いは行政[Kを設 rt( ず心 rt以上式;j~;， h人J是正之符であり、首て杏 -25可機

関も:2Jじく ITi攻守を設器 fる11.;以 L(j)人民政府とな引ているのでも l-;_;j子

の荒:思J文官の是非々を自分"，C iJ断ずる1ムiftみとなって c'ゐι また、初日3年

に国家3車場保設総114jが下二こしたJ.r前日 u見守古:ま(開方対出家環境影特許官h
審膏り家I亨准行公示的浸知J から、計同現地?せス λント }-R告書を審

査ずるrr:毛主専門家ハシクに必ける専門家の:まとんどが、政庁守部門付-~の

企業 事業11E悶:，，-::::1来LCいるこ Y ノデ明らかと 41ったに、この状況の下

で::t.， F閏への時境γょ:スメンドの公正↑十、手汁がどれだけ{県監さタし

ているのかはいまだに 1三知tえであの J)" 

，'2) 事業・計繭実施の許認可内容への反映

を午、境Y')c:スメント 0)~~t~ [i詰;;-l: 義を事iT-計|問主ぬのれ認可?司容に反町il

-c きるかとう íj~ とい，，"-;間込 i士、:r~~u貰アセスメン i、の実員約な効力が発ま

しうるかどλかというt'i誌にl色ィ字問ん干、してくるので、 14J主アセスメント

伝部J"芝:;;:'1"ヨては組めて重要な問題である じ;で:土、逮設7 ロジ ケ

!， ~_: -g+ I白!のI出向から帳、討をおえる〔

1 )建設ヴロン J ケ入の場合

建設ブυジェクト涼境アセスメン l';え t!? の審査な~jうるいは坂j党保全

対策措置建議を若実l:実捻に移ずべきことについて、符1 副i凶法2G寄:が

忠 ξ 。本条 lよ、 l 建設寸口ジコクトの建設活程におし 3 亡、建設事業苫~，J 、

1式場r--:: /，メ>'誠子う声、 E苦Jえ?.~::スメント攻守fよおよび環I古?乞スメ

J 十文字干の審査・認口l剖3円i二<.'-r，，)審査定:之の巾マ提起された環境保全対

策措置を同 ~;i，実性，e;、ければならな}、」とtlむiきする 3 これl士、男J克7

f スメ J ト丈害と平EJF葉県.111じ)撚境保全h置が肴交に主!立さ jしることを

日 とずるが、こ，1ら対策措置(1)実行状況に対 r心、同 i邸宅地保全河:設

のなー工向のjJ;査をCTむjJ;査・監督:、ついては規定を設げていなI，"r，本条

民全の長bli~土、主に約牛説、Z6~長・ 98与条例 l t-ì条が }I;，I 安する =1司 H~$IJ皮

と98ij:一条例uu条iなどをJ.rTIじ、これを員{散して JU!1Eさせるものであると

工効胃nl易t三 7 ・ 3出 3~)7互

。9お牛条例1;条は、 I'" .1:た、認訂lされた結設プ汁ジ「クトグ〉開法ア十:スメン

~::: '1'字00:，4' I'--~日: 137 lcJ 
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に二のよう i二、深境アてスメ〆 Y、の千続こ;宇治結果C1)'J~ Htが11"較する'1'

で、二同伴者'Ii主が環1去アセス〆ン k制度実的(1)1:.なtRj呆になってよ、 η、

;貢境7 七スメ/トの実施がf，:jの制度支施:よりカパ』されると'，'¥う奇異

な構):0.:γなっているといわざるをえない〕

2i E困じっ場千三7

とごめで、計再現治アヒスメン k 丈舎の沓官自 Lむこ しミ7う、i干して

政策決河ヘ反 a~~ されているのか九，1 官:11主込条:、 J る ζ 、 îI-'IT文[三斗設皆ず

る市~~!Hよ 1./)人民政 1'1寸止る 1 叶土首級以 の人民I(.z;h:c)関係六1:'9 は、 jl!I~lj

言Il匝草案を零長t・ロiするl努l二、環境アムゴスメ/，、報舎害び〉結言および

審査 iL よ手会政策決定 |C月五革委 ~f+'長拠としな :jiLばならない， 19に桜J克ア

ゼスメ/ト勾弁書のお拾三三よび存査意見を採用しなνJ:t7-;"了、説明をh"ぅ
k l可 kèFに険合ーに情えそれを仏存 L な，~ゴし (J ならないとされどいる 3

ま允、↑国号u 言 IJ聾者i携 7セスメン 1、報告蓄の諸:烹詩tiJ、(2的3-Lr~u 月 8 H 

光布j S 条~ :::J[によると、環J古保護行改 L管部門:ム審査グJl'-ブカマ是

問ずるを:事肯見を i正別円 1-~:/ß2寄・認可機関 iニ反F.3Í~L、↑同別円i列安否 認

ロl機関;よ、 王以誌士境首アセスメン"、幸報M告芸の市結'1n詰古および審

君う要空な判佐断庁安J語索干主iとrる、 と守れる c
しか!〆 ここでいう計而現;境アゴスメントよと去の審査な凡と建議の政

策決;定へのti.r.2t!士、三三ナグ〉ヨi悶炭J莞7セスメントにど当てはまるもので:ま

なく、個別石IlìiIに|せどこ~;;1: (i¥古今「言11困iよ対支え外}、反体的にどのようじ

反映ら札、とのように炉、阪付けられてし、るかは不明慌であ心むひいては

fh主的な環境1-~'4そf可f音寸戸あうても採用さ ~1 ない場台の伝的責任メカーズ

ムほき(;えられてい士 vミkいうのが実情であろう J

そ企Lゆえ、法的に:立、環境アd スメン卜の結果が車業やe;1画(個別e;1

阿j 長蛇へ反映されるよう妥求されているが、実際?どれほど出 pi7王手置

に景J警しているのかは非常l不透明である九

ト報告書、表1 を依拠一して、政境保 (T':" 立苧~])中 l二政務汚染 J トー態1宵辺町 ;!}j! 

措置お ζ r/競技j~~施設の投資伝\$~-iL ~~-主さりl 二日j''''..さむめゐ J J F与的〈し勾。

『孫H:i海 ー;:r量春 ヱ怯市若「中立t人民共利国時境影響罰1西出税義.l (rtゴ司法

出i山版位、ワ川1年;9:3A 

1， J ，~UJ)ìn':4' 1:~4) 1:2ち



'1'1五グリ君J迂7ヒスメシト渋市:1町三(!-;，f!J:圭‘ょ主，iJ. '~，'J; で，'~

これ!こ対しナ H木は、 ~J r等を 4-，ろu主Jjーが、:ロ "J等ド

る !l， 三訟の>~める基準と環境保全に関する審査三の結果こを併せ C判断する

とい今、 I環崇f境完とそれ↓口ブ

しい、る，) fIJ!.の要素との兼ね台いもあるが、環境影響~h<ljjiの結果千三託業に;又

玖さ t-~- }~伝的道筋ノアffi立されたわけど?あるりされi る〈

2 公費を参加

五十jlllJitの中で、公衆事力日Jこついての設定としてまず日条があげられる九

本条i士、 1家は、関係償問、ヲ門家およ び公衆が、扇切な方J、ご院院

アヤスメ./"に ::};:lJ~ することを!日'!.:，~JJ-9 る l とし、公取グ〉土立境アムス三一/

!へf乃参加を原己1]，り，-定めたr

副主i同法の限炉、lよると、公衆の参加とは、関係以円、専門家および公

拡がもー宍のル ト¥-方法を送仁、->-E:(})ブliセスをぬんでもその王立境

権沿いか方、る環塙?斗スメ、/卜法劫じ;与力日し、三 lï富の液完~!h ，6 いは主主設

づ"[7ジェク 1、の認可の政策決定活動を公;5:;;.の除干狩'J益叫におi"~:~せるこ

1 そ指 L-'(いる少されと) ~Tl[[ 決における公衆~;I;II 規定，~'\ ;":のように

なャ ιいるのかを建設一/口ジ 1 クム王立j覚アセスメ >1、の公j'kきさJJ，):吉↑:Bi

rJ~ l'首?セス￡ン l、の公衆参訟の丙直から検討を加える J

(1) 建設ブロジ主ヴト環境アセスメントへの公撚参加

E主没プロン rケトi烹!莞アセスメン 1'-( :対ずる ~2~衆さき万 11 にrt.; して計治法

o条 1)j[iよ、 E家土日nこの秘零保持を嬰するう スを除鼻、深j官』ニ草 jに

な影響をもたらしうる、 l草I肯 7_;""λ メシ卜議行者を刊 iJkすべ主建設ブU

L ェクト l二対 l 、 J~~主事業右;土号ザ口ンエウ j、の環境?セスメン 1 報

i!;j害を|申するザ:J:，.:、 ;ft証金子公lt会を開くあるいはその.(8.(;乃形式で、

関係除問、専門4家および公衆の烹sii.を源開iーなけ企Lばなりなしリと

てい心

lがしながら、交際の去衆参加l士、どの民間で、し弘治、なる方式で11わ

~(-同署 i主・前十苔7王子 .9['、ff，.

リ公ノ;:r::(i>除手¥'，，"1三止は、広三主的ι1:豆、であ灯、綿壇1除、女半f井、 汁悶培、 主民地
眺望f主 観 ~1主人河 J望在宅気・ぶをふめる栓干l'およりその1主の手\~誌が常まれ

る〉され之 (i上等!J-;:;"局;;.?・ 4~ 4 f-!_ 

~::: '1'字GO>!.1:--~3): 1% 
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れているのか、さらに、との程定効呆的であるのかは必ずしも明らかで

はない， 4'日、のし 1う公こ:よ、国家規定の松森保持範国を除去、主主

涜 7-]::スメン i'.+夜行者;を11成ずへ主主主 i王ブロ/ゴグトにrS}!られてよ、 η、

その '11環J~ アセスメン k 報持去を作成するあるいは環境アセスメン"登

記去に記入するそ主設プロジ】み工、に対v了:士、 1主体 l公衆の支えを必要
とL-(ν、な

また、同五J周7tの裕子;保持の具体的きうミ不同であるほかれか、参加
する公衆の範閣も、 7品設.，1'n>λ ウト的辺j色主主、あるいは法設プ汁ジ L

ケ p かっ量.;~を る関係十た悶とて宇 p~家およびうよ栄に|渓られどνる点も

留意する必安カあ I~) うじ

公判と参加のブi1セス"-:t':k;しとはも建設事業老:ょWiJ克アゴスメン J、沿う!?
書をよ tーするけif(公授の意見守求めるーととなつどいるが、環」克アゼス

メン l、十ltf与さの作成にあl:-::)、 lでじっ校 I;~-C;' ノこいk刀、ら定見をよJ<.&うるかにつ

いとは11el:濯な規定が設けられて y 吋よし九

公:':;'1と参加の方式γ悶1亡(ム建設事業者:れ訂正会や公聴会τ悶くある

いはその他の形式ご公衆かり煮豆を求めと1ξ規定さ札、 3計苦手薬草，_:t 

絞的多くの違和::J伎をH'jL-Cいる 1(-

ところで、評価日、を右だに実施し、その!↓学刊曙 を若者め、行政

fi~力 (T) 向人社会安定のまftj示前和の取れた千十会の f背~ ;';~ 1=1 t;干して、 2(X)ι
年 2刀汗汁、周五i景1むね支給月:土l芳I奇?セスメ J ト公衆参方11打者定温運

i2'fdくを公布し、 司可 3月186より流行L/:.，:，

同羽1;;-士::i:.)+:L:Oか粂からなるが、主主 i王ブロ/ゴグト環境r-l:: ;J"メン r
公衆主主万こドついて、その，;;~ 2羊+ヰG3羊や規定しているゼ法仕事業古今

環f克7セスメン l、機関および環j走行政機関， -討し、はじめて公衆参加の

雨明と L¥間高の情報公聞を受ぶしにいる (l 4主いまた 1 議設事業内
とその妥誌や受けた詐(高検問:;l:部古 γ ピスメント悦告舎のゲイジ工ス

入版を公開した役、地域・弓車業・専門知市川う背:阜・ 7交:~~ms力・影響の校

皮などを考J会したうえ Fパ/リヴク J メシトの;募集対象を選択し、パノ

1Jックコメ j l' 専門家コン什 Jレァーシヨ/、座長51会、請託会、公

聴会主争の形式で、パブ I)"1クご7メシト在三ごい募集すること壬五務づIj--C

10ぷイ右年 .l:1日i.:';f;:= J..:.{章品ztt 戸荷u:7・5ワ宍

19J _~UJ;sn ':4' I :~，-~) I : 24 



中|豆|の環l克アヒスメント法制l慢の構造・ 喧刑 効果(2:

いる(12粂I項L

また、建設事業者が上'1'する環境アセスメント報背書には、公衆の立

見採否の説明を付属ずるよう要求されるが(17条 1項j、党見を述べた

い住民全てが意見を述べる機会が保障されているわけではなく、事業者

平行政が住民の党見に拘束されるわけでもない。そのため、住民参加と

いうより住民意見の調査という況うが実態に近いかもしれないc それゆ

え、誰でも烹見陳述ができる日本の住民参加ベスト追求型アセスメント

制度と異なり、 FF理的意思決疋のツールになるまでは一定の距唯がある

ように忠われるの

(2) 計画の環境アセスメントへの公衆参加

計両への公朱参加については、個別計而のみに参加でき、建設プ口ジ ヱ

クトの場台と同様の子続が設けiつれている。

言干価法11条の規定によれば、↑同別計岡の策定機関は、同家の機密仇!持

規定の場合を除き、環境に悪影響をワえうる言|函の草案を上申して認可

を仰ぐ前に、論証会や公聴会を聞くあるいはその他の形で、関係機関や

専門家および公衆の環境アセスメント報告書草案に対ずる党見を求めな

ければならないとされといるハ

粂丈からわかるように、国本l土計画に対ずる環喧7セスメントへの公

取参加を奨励するが、全ての百十岡に対して公取参加を許口jしてL、るわけ

ではない J 個別計画の中でゴ卜指導的個別計画、しかも固'*秘省に悶わ打

がない場台1こ限定されどいる c また、建設プ口ジェクトの場合は 重火

な影響を与える」とL寸要件であるが、個別計画の場合は「悪影響があ

る」、 作民の環境利並に関わる」という要件に置き換えっ九、当該，[函

実施後γもたらされうる環峰影響と一定の利石関係を持つ機関と公民に

対してのみ意見を求めるようになっている。

ところが、 I車場 T-tスメン卜公衆参加の暫定管理排法4章には計阿に

対する場境アセスメントの公衆参加の規疋が設け句れ、許frtni土8条にい

うイ同別計阿(非指導的)の工業J克アセスメントの公被参加が強制きれとい

る。つまり、個別言|函の策定機関は、深境にマイナスの影響を及ぼし、

公衆の環境権益に直接影響を与えるおそれのある伺別計而に対し、当該

，[画草案の許ロJ を受ける前に、論~if.会・公聴会・またはその他の形式で

関連機関・専門家および公役の環境アセスメント械告書草案に対する.i:I:

北決60(4'121)1133 [10] 
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見を求め心、介両:"，曲J云l←粂土三主主足して定めているふこのt立京l士、炭J克(忠

実行政土管音fl~: 11による個別Ei画の環境ア"，'スメン l、報#害じおけるこ;抜

参加iこ悶する布て杏要本ともなり、 1式場r--:: /，メン「誠子う上申草案の'1'に
公衆意見の採有子明~L:-9 るよ 1 要求している c

前{回渋 7条』いう習の漂J克7セスメント公衆参力IH，:つけて[士、

を事2考に 1 ベゾ"ツクコ l/"l'を募集するここがご#るこの陵昧

な期定?とどま》て、 aる。t:れゆえ、当排;告は許価法に 1~ていて、

力日iついて迫力目的にためるド、日IliBIニ対しての去衆参加の保険:土、果た

ししとれj王ど有効ずあるのか首、快としと不明確ずあり、しかも百J合も [pJ

じく:r;t:{J機関に委ねりれるためその在意的な運IIJが懸念さ札る friもあ

ア"";，j 

3 代替案の検討

代丹、宗とは、事業目的を寸辛;記寸るために検討され J二持続の結巣であ Q

とされる lリロ桜J主アセスメンド'(.ji告書に代必需多作成 7ること t二よって

いくつかの校五j桁軍;そご比較して摂境に最もヤさしいプラシを選f上、行動

。)1'期目掠ク)，主成を縫設するこ)，が fさる、そのと的、滋士せアセスメン

入をfT'う際に、 必，zつ以ーの代替よ事長を作成し、環境:こ負荷!TJ少なL-，プ
ラン+~h'2 1tt しなけ~，ばならないA そうでな:iれ:工、同険手:の泣択肢がうた

われ、 7セスメシト手伝が形骸化すと)<.さそれがトドてくゐι そ丸ゆ夕、原

境アセヌメントにあたり c1-七J目、突の岐討が非目』二重斐とあるここを詐術
伝部j計三月なから桁究者:土dJj設して， 'た 13

本 f魚沼 l 羊マも削れたよう;、，If，f+I法ぢ茶~19糸れ JfU、おいて、 rc替業

の検討'，'ついて議たされてい丈 3 しかし、開発5主設7π ジ Eクトのlj電I克

"北川法改 I~::J(:- おける~~~境影響評価i去の引主ど EE校法学羽生 UJ'
(20(1叫年)反n:lの

l勺環治アセスバ〆トMI究心婦 q貫15'ュ/0'l:スメ/凡さ忌不足d昔日間十い戸、七日

市局、 20C心年) 112-0 

lぃ例えは、三続 方勤波らlよ代科零0)ぢf'fiよiィ，，¥の内心的内科むあり、活動

σJ早織均百から武百円樗0)*施T;~去，~-星川でとう、 これもま完投 ι 発呉内総/子ゲJ:~:

思決τーのつや::..J-l":スで;:h.0レ青えてし、る!ヱ怯 jJ~t波「有問我豆諸境影学W:'í百

立記号的批点日、';".-'手:ョザ字誌知川主 1刻 印 10!'"i;臣、 119:;'-1)

l'J ，~UJ;sn':4' I:~O) I :2? 



'1'1五グリ君J迂7ヒスメシト渋市:1町三(!-;，f!J:圭‘ょ主，iJ. '~，'J; で，'~

アヒスえン 1報告書l:代替栄子検討さ J1'~日当るはずなので、全ての建設

ブロンヱク 1寸ニ1-tJ目、実を )~ )ることはw，さであ h、特に作る必斐もない
とい今ある部門{前総j の反公的結l匹、 2回目の草案説明の際、九人代

湾資委はよグ〉規J七手削除， ，¥環j茸jアセスメント;おし 1て非常に重要な

首:哀を主ず勺代替案の検討J土日~"Jji去に.3i) ，:，~むこ少ができなかぺた ι つ

まり， p 国や建設ゾ口)".:rーク卜の党fi!t.iこあたりと綬劣の比較検討がうL夜

[てJきり、津設;，-1ジ工クトの立甘f;./(合理的刀、どへか、計而'"抵により

深刻な事情景J哲?があるかとうかとし寸検討!こととま勺ているヘ青い検

ミi，ぱ、 開発、法了止を俊土ふさ、ゆる矧[11Jのある中 '1~'は、代芯案ルしし

より探境への負荷(/)少ない吉:I量]を主めζ;のではなく深刻な影響がないと

の主主ifdE喝さ出すこと」 l戸、あるいはプ TT-:ンヱケ¥の立地が週切といっ

結論を導き出了ーとによっ は戊心 W."'_-;ているのである

これに対 1't、 弓ゐJf辻、十、佐ミ需の倹討をl判廷に L7 る #!>-f~ ~ょ

u、作;はな¥、この点に批判もあるが、「男:本f記事ごHJで復該宗のほ較
検討が要ぷえれ仁いる 17と:'-tLる η

4 フォn-J7ッフ。

r~~ l'肯 r ..f.: スメントヲミHE後、戸薗Ji 乏いは事業:A;容に変化またはじ告状

どに;二世:化があったj号台、民hkのt宅境 7七スメントの枯5ミが役 ¥'fたなく

なノていゐ I~J 詑位がある日このような事実!の原 l克?とスメシトチ絞め

rh註現怠との発生を紡ぐにめ械続的な前安が必要となる乙 lまた、特に事

情の変化がないj会令でも、事業実H:，後事態的 1&移l~q[j'ì J!ず影響月子洞の i吊円

れな， u、るがど 1 かを調査するごとは、三~jJ支手業?問 1 てよ棄j令\の ðL

，~8:を促「こ土 ι自「るし、将来にお':'~ 2)J君!立影響訂仙の持度を高め 4 こ

とにも資する ii (jγ亡、 Y ←口 アップが不日Jう<..-eあるc

1-1 ii;-;佑海江じ鳳春一位認昔再掲注7・154P

15 )t 品怒 lH 古決凶]荒治影響評 fut主揮出J度自S.I~f，_(;与<主目l'日.h芹 20(;行イ!

日期，'~'{ミ12づ月 ~8rr、耳元勇 ':L: TI-lι成町、清j主影響計1111市烹的τy法見ヰ J山
丙政;;，l_~'f主"幹部学院学ヰ:)~(~(l:j年 Õ "，jぉ有むとを

1む北 :1: 元 ~g，~ . w品I十1:. 41，頁安問。
l々 ~，(原~.l1t .日~:t局注 1 . 93頁v

If柔除毒 I主・前掲ィ上 1 • 0.) q(; f1' 

~::: '1'字GO>!'119):131 l:つj
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副i凶伎に[士、ワォロ -"Y-)ブのt立京が設!十られていゐので、建設プロ

ジェクトと百Ic匿のF11J古から検討を加え Cおこう。

~ 1:1 建設ブロジェヲトへのフォローアップ

建設プ口二ェクトへの寸オロ}ずノブ?関する規定;土、中〈も 86午，~i

l去 ιみられ勺 J つまり、 86年撚沃[士、事業が変更された混合、事業~!エ

ア Lスメ /1"、σの)立認J口則Jをt井1斗十I-i-i詰す ミる3と';q::しめ
iキ;与二粂ザ:はz 、津:せブロシ工ク入の Fヤバあ>~ ¥->は窓口ゴ時間に重大な必 rぎが

あったi守Ji??、環境アセスメント子続を丙茂実れすること t具体的に規定

した;12条JF 許包Lt、Z~条 2止、 LL 本的に何年条15:;:2条の #LJf:を踏襲した

もび〉であるじ

z干価法の24条 1耳!:止、建設ブバジヱク卜の内容にi皇太な変化が起こっ

、法設事業苔:土足設 7 ロジ「ク?の~J克7セスメノト文書を民;申

請しなi-rtufならないkヲる ま丈一本長ワ Jk(土、 t主目立ブliジ zクトグ〉主主

三文時 :~J :'二重大な変史が1:じf二場合、つまり具体的iこはわぷ可役:lj't二

ご工事イト:JI~ める場合、改めと売の認可機関!こ，1;.認争求めな~，iればなら

なし土規伝しれ主品 二よ手習文字べき:土、認可後〉字経過し?荷台、

事情の変化の有斡にかう当わらす3λ涜アセスメントヴ〕丹花口lを行うのじは

なく、 f芋に高'U'わアでスメシトの有効'1'1の再位認を要求して v、る点であξ

4:;斗:立、事情、ワ安1ヒベ照司の安 ft!ト百;f~h'2と u，い航続的プ'(+ニタ 1) :/ 

ゲ規定と Lナ、 27・2号:t:;を設けているふつまり、 27条;土、ヤプロジ T ケト

建設と逆転品在にお v、f、審査承認3 アセヌメントグ)子{刑事:JI

が長l際の伏;兄γ Jない場行、主主7k事業者がソォ日 アッフを行川、

r:';，(存平和骨歩とると ζ もに、 ~JT:(j)環境アセスメ J 十文字干の審査・認口l検問

および珪没ブ打ジ T ク入番安・認flJth民間γ干S'C'Lι~:Þ主しなければならな

いとする c 三た、 28条hこぶると、 3車場保設hIf:立土守部fJ'](立、建設ゾロジェ

ケ十が件広Jあるいは i耐用保にミト"1ずるE需品詩;響仁士:Jt___ i~ !iW ~jiiJ 音寺行い、

ブ方円-"7ソ 7 の結果、深刻な療法行染または生態破壊を引き起こした

ノi1ジ tク?に対 L.T(土、そs:')段、司をラミ3止の、そs:')責任の所在を

f~:i r) i? " ~，二 、主安主任在に対:、木Lf、の規定?こ亙づ主託、的責任を

ると~~ tL -C l;"'る， qη 

10ぷイ右年 J.:I日i.:';f;:= J..:.{章品ztt 戸荷u:7・1(:: 10i:i:lヘ

l<3J ，~UJ;sn':4' 118) I :20 



'1'1五グリ君J迂7ヒスメシト渋市:1町三(!-;，f!J:圭‘ょ主，iJ. '~，'J; で，'~

以(の考察からみゐと、 kf:曲十五27粂にお~ミナ:立つォロ-"Y-)ブのZE務

履行者lよ事業苫 L了あるのじ対!、 3半iih法28条 iこおい、:よそジし古巧辺境保己主→

ri~Uニ管部門にな J てお円、ぬ!~:O勺ì.ít が関係して」通ることがわかる口

また、ここやいう上最現;お針:'政主包部川 I'-J土、環境 fセスメント文字守子

i了YJ-;tる1望J克i15A室局C勺[正治、に、 24主ブ口:，.-.，-;:ケトにかかわるその'{'02の行

政主管部|叶もfTまil 'Cいるという点に留?きする必安がある外

(2) 計画へのフォローアップ

己中jlllJitの制定を!支切りに、 E闘によt-fるフォロ アノ J¥二関 Fる規定

がよ皇おさ 2した r つま";、剖{曲に仁川条:二、言 l正1策ラ七十た悶:立浪i誌に美大な影

響のある百i也を尖t{Ef立、涜h~，二摂境へのア寸ローア-，詳11Mを浮い、許

締結リ~{審査・認可機関に械告しなければならず、 I単±立::，;jらかな!色、桜
響があることを発見 F 、丙t〉に改斉t世帯主提出しなければ去り主

ぃ)-定める口計向への 7.r 日ーすノブは公?と参加の対象ブ口ン 1 クムの

場合.~:Ìg.ノて、球境 l二対し重大な 主もたらす令ての日|涯であれ、そ

れらに対~'-c ~'fえ査・分析. d子泊を行い、 y、要なこき、計同歩惨正しと h

l売i資保全対策を土っ?りするこ ξにな}て y州日つま r)、円i荷量57二機i'k

l立、追跡詳泊の':i~lrtli 古{二を白い、~，~)常に三;んな影響をもたら寸官l虚lがた

i，;iEされと俊、町、暗影響 I 刻し検11: 分析・評価を{:'い、汗耐の結果主主告

4シモ、ワ下問のすハワ帯歪 認U:機関1ニi巾仁、法持者に明らかな忍影響か発

土したこ少を発見Lた喝台、 Eち:::~~(苦情誼を 7是トドlLなければならない

と31工て v、る。

ソォ日』アップの占司法で、実際の状況と、元の月子洞の結論が依fMした

事支ヤ関連デ}タとの阿i重大な差が立じたぬ台iニ;土、 日][ill'策定機関の

i殺伐関Jヨ上ぴ検察173院は、そのJFfE左京圧を明らかにし、 j乙の許(遁に

おい;:，I;h:l宅の行為があった場企:まその責任をJfllえし、行政処分をなすと

され心 (29条入

ニ八;二片して、「ヨ本で:土、ヲ繋の変更をしようとする場介、原震1:と

LC改めと決境影響許他を実』もしな :'1ればならす¥また、氏当C)J支局状

況の変化手の宅情があ Jた場企;こ間Iて[土、事業告は摂境影響許併の干

絞を改めて実化することができると[亡、事業者の白 L的な'iJ1折ド

ら恥ている」山とされるにしかし、許{&~;書がく2iT されてから長期間事業

"('柔除毒遵・前掲U:l 何回

~::: '1'字GO>!.117): 1?9 1: 4J 
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が右手されないとさ、事業者;土 7 三スメ二トを再実栓ずる!~定めゐが、

での長期間と lよ呆む[~ -(との程度なのか-;j~め iすれていなし九二 jLじ

丸ドし'1'匡土アセスメン入後5:i.f問j同t;s.'ても者 11ないj長今、 7セスメン

1 千円度低認寸ることとな，ているが、日本のようなj戸支方きにはな 4って

いなし

i小|いi当じの) こfの乃規下甘ii:泣ま、 王環宗f埼埼奇竜}号影5号宇苧特l良呼:干Pt.'許半官恥hグの)0粕占号呆毛i涌吊Jり)Iιこな コ

告青子「川訓品胤j苦杏f，tzるJとい与 ηは、 白~J :二平ニタ 1; シグ ~:-9ることにぷコて r;jj

~，~:'l~J克状況を把握し、 子防を主として過日以、民、更な拾請をとることをi<J

ii~ にすることを立裁に ;---18<) にしと l、当る J21ι しぺ見解もある η

5 法的責任

法的貢イモとは、門tt主体o{実施L!二1:為が?工作の規定!一法，0::した:?に

白うべきi')、俸の台定的;司法を指L、主に民事責任 a行政責任土刑事責任

の 3/) を合 ι、とされるペョ干筋立、の諸規定に~It.反 -4' る場白人沼、的責{手と

1亡本法29条からお条まさ乃 7語、条からなるサシクシ三ンが用言され亡

いる。

告以苫ト L亡古事業者はもとより、各客五一 ff_，g';!]機関、戦読ま Pの以

よ芳アセスメント事業に筏わる全ての主体が想定されて v、るロまと、木辻、

に ix:すむ場介には行政占~-1 ・刑事占 ~-1 等中戸応の千十ンクンヨ〉が用，iJ 九九

ナいる子、それに件う民事責任については触れら丸て~ミないふこのよペ

た制度目主計のねしよ、日、i豆mのIVJ確化機能および送以苫 iこ対づる威嚇機

仰が怒安されているのではないかとされるが花、イ也，げではfT'jf，z介入の程
度と公権力の強さも看取さ九る今

シころで、木渋lこ定めゐi去i1':責任について、 その引'~~~;グ)渋?ょがあれ

ばJLりるのごあっ¥、本条が存存する苧:昧:ま語、存にはないは1なの

であ心が それにもかかわム「卒条のょっな材育がイf刊するところに、

日本の法令の作り方 ζ 異なる 百をえることができるとの指照があ

l 〆tL原場進ー市掲f王 1 ・~)';百 v

ウ TA1iiih;: イベ思春 ァ f長編北白!2掲7十 1・10:i頁

ヨココ之原~.l1t .日~:t局注 1 ..1 0り ム03頁。

の4柔除毒 I主・前掲ィ上 1• 103J1:fr 
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'1'1五グリ君J迂7ヒスメシト渋市:1町三(!-;，f!J:圭‘ょ主，iJ. '~，'J; で，'~

22日ニォu土、副jilliit:1:限ることではなぐ、中国法〈J
..， .，卜ヲ

じめ..-;)c. 

第4節 環境影響評価法の構造的特色

校 1 見らn心境象

~L':ß) 件前で;上司乃探墳アセスメ J ト語、制度を号、演にお長ながら

'f' C司百了v泊i去の基本的持品ーをしげつかの1:.りから考察 Lだっ[にがって q] 

悶dl'1lllJitの問i主的将色はずでに明りかじなハf二、であろうが、以Fでは臼

斗の.tt較からそれをまとめどJづこう F

(1) 戦略的環境アセスメント

中市E子箔7去は?メ 'iブJのよ?に政策h 法整法児まで許(高対象に盛り込

!u''"iSい'':.f':..ミ司令、 L亡、口I@:をE室付 与み、 将の手殺k日時ヰ刊円的::J:U頃君1溌主ア七スメン 1割制j 

反を)... ~三J用tリJ J Cいノる3こ!:(は土守 ごに司触抱jれLI?F土才おJη Cあノる3 すなわち、 計|阿問凡t

;若苔 7力)~ミら晴i村±携亨 7セスメン 1入、を j行子い、政府 iこえすしてまfR塙?セスメントを 応

要詰するよ λになッた宵で、杭誌の環境 ¥'1法からの最も豆要な進浜であ

ω!-いえ仁う

これに'.すL亡も日本むは玉li/ ベ I~ の i)♂Fにおい C;巷湾吉↑ l由Jよゲト lては計

百環境アセスメン l、は導入されていないへしかも、計画段渇での~~~騎

アで λ メシ k は「法純計 f室町()~川牛九月までご夫花 i列がなし、」市といわ九て

い心 f そこで、 ~2()昨年 3 刀 2GH (":学識経段者かつなる韮注目各自立原頃f"-t 

スメント経今研究会が環境有汁Tわ丸、戦略的環境アセスメント導入』ニ

向けて必要な力イトラインの刊紙平許f而干拓:1)崎aJなとが行わ札、その
袴ガイドライ/ドハ f1)ック 1メ/ト:かけら丸、 2007年疫4月にこ

のフザ J ドラインドまとめられ丈 J 土いわ札ている。

にニグ)山、;こ主~~.， "c(土、 '1'国iJ2 :4'より 足↑-1-1く先な語、形式をl1，ffjし

たといつことカiできょっ。 Lかし その ~ì な;;1t略的環境アセスメシ十

ワ.)じ;r骨間・ iH局注1:.29自
l(; 十i手持t1L 司会i 三予言 I 口百三 ~[-1 湾ジ)，lJ早j主 γ セスメ/ト %'1 震の司際.>."較 J 計 :Ji:

行政却を三;~. (-if雪Q:~)1官、ロ()(げ主) ~-)t， j~f.~ 

勺増刷手号、子「けなか九み"('1..-ぶ討の t~右影響許制問l'定の特色 村芯:(辺Fての発

膏所二お"ξ 現法性;皆評価市IJI:~~ ，~_公汗;参刀IIJ 社会科'(研究守幸:l3:耳目()(l6守l

つ0tfヘ

~::: '1'字00>!' 11日:1?7 1: cJ 
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伝一:はE主演を盛行込んでいないゆれ、中主半掃なもの少なうてしま f て

い ξ 点士指摘 L な ;J)'~( J'な h な v 、 c

f2-1 評倒対象の税関

r"1)~注のよう ι、巾図の環境 fセスメント;土 :，t、全ての万三設ブロジェク

入を手続¥，:;'J":'~ でし みゐ A占、 ま工、引ITlて実性， .もi素i克7セスメ J トを1jう

よう hこ受ぷ 1，'Cいるゐご、許制対集がぜ:く、語、f乃強帯1;j J;'こ料っ C-i"f:に

手枕伊良めJうとずる古で特際的であむんしかl、:ム阿にせよ、

ロシムク円、せよ、療法ア七スメ〆 i文香:士、詳継なアでスメ/入

書から簡単な古~記ぶま F禄々ま組裂があーにそのつらlEiしし hアセス〆ン

k報寄番手続にかけhれるケースi:tこく 却にとどま η、しかも、 'X際

内審査の倍以、不許可とされるう』スu:極めて少な、通といつのも|山地で

};ろろ

こゴし しごも円半J におし s どは、第~;t;糧事業グ)卜 iご、第日 1こ〆〉

二三
」 アセスメントを行う 1J、どへかをスケリーング F長官勺二ノト"ゐJf~-~:: 

対象き'~I斗 ψ尚宏し、スケ '1 'ニング干統卜もれた事業はや治体条例手続

:，:~ ':1::ねら hている九それ ì'_!; え、更が~ワず品ある y 寸土問刀ず l中マーする事

業仁 ;iJ1~，芯 c'O辺境アセスメントチ;況を']:1也 'p という点むはもアセスメ

ントの対象範EBJi土r:;:J固めそれ ζ 比/¥て狭uよ刊である v

(3) 環境行政主管部門の関与

中::cのiそJ莞 7 セスメント .fH~ 書(友}について、業極主情 23門の f<子

審韮と環境?元行政土容剖~:I'Jの審去を会':';--( ;~，-， ~:) (よじめ、法設ブ

υエゴクト 5勺認可条件泊仁容えられることはすでにコ及して予た ζ ぷηで

ある 3 主f二、環境行政主谷部刊の審査・】lがなけh¥立、許ロョ権古:立

をさ設アロジ L_Y ~を許 IIJーしてはならない/いう -25否決権除、引をと Jって

いる。

これ l [て、 日本の事業者:正、仕上吃の吉見ベコ知事の古 ~;l~.i踏まえ、

しかL、lスク l人 /グ手続:三 i合JJ年内E主γでス法の才師巧により碧j"~ ~ 

:取り入れとれとものの、 ::!OO只ザ:::;月貯 ~CC Iよ、 Jl吉m与れた事例は見らZない」
と日われてしムゐ 司君枠 Jν、手十字苦.w品I十2(i.:叫頁;
土手ノ、[I[久t了「わがヨt おけ;~)J平鹿，.1でスメ〉卜奇iJlU その運iliのヲて紅白t研

究Itrt易大学地域主u長17寺ヌ号 (::001、年、 43 441:'-1， 

，~Uj:;sn':4' 114) 1:っち



'1'1五グリ君J迂7ヒスメシト渋市:1町三(!-;，f!J:圭‘ょ主，iJ. '~，'J; で，'~

l宅噴負 'fb'r úうに YI ノL' な~， ¥1.宅噴?セスメ〉ト文書を1ム ('y;~ が、事業E干 '~J に

草、l::i)環境ア、{スメン入の九キヰ:ょ":-1ヨj号、準と;i-:;，ぶ配慮事JT(~ニ活 fな L、。

また、法的!こ:二、1JJ，~-キ等を~(:.う告はl草崎大尽の長野拾を勘案すむとい J、事

業者の自己主主i二，;:る自覚的な1::IT i 恥c{'::1ているが、 ξれがどこまで尊

重されるのか j，*e主主?ある却f それゆえ、凶プ立の制定ト:.ltべる土中JjiJ)
環境行政五管音I~fJI]σ)権1;1よはより強}Jなものである川、としサJれ1いるc

(刑法的責任の設置

壬日中jlllJitiこFぶることではないが、中団の法律法規lおν、ては、法的官千任

を1引J:没ニ弐立;にごた反i主安吉 1 るさらlミ叫ザカが、ある こJと， ，二 i ず:にご司触桁虫似u

υもF何C5r外、で lはtない ζ その1t以)11'規範 Lこより、 J人，~，~，[，汁を J 日{呆"ζ; のではな

く、司法4章の 7か条からなる民的責任出走去もっと担;泣する:Fをとっ
てし、る これは{云統的なずかJ支術の同認があるだろうが、やは心そのti

後には、i')、ゲ:r~>f.工H~~，~ を凶耳、するこユに~ ")て、立T事i 二主件、を強制 Ú~j :.こ{註

行せるという羽し、があるよ与に'lHハfL、日、制度の'人効力r乃弱さが惑じら

れるn

これに対しし】本の康[主影響司悩ン十:土伏的什ンクンヨシを~'JFt:'一設

けるこ jなく、他的11明IJ主主11連J藷Lてその実効性を担保してし 1る)，いえ

よう。

(5) Aコーピンヴ手続の欠却

中ヨ=;\~ i土、馬鹿アピスメシ kの実施にあt=J~ 亡、し 1 '1"')'なる L君!琵要主を、

し、かなる方出で、とに二まで詳しく許制了るのァパよ必ずIもrJTEi王ごはな¥、

λゴーピング手紙がに治iているー長l緊に:土公:再;環J赤喪主以外にもわjら

かの要:-t~;t考;語しながり環境 y.ピスメント写 IT':Oているだろうがも続時

点さは宗本的'.:I ベスト!丘求藍」ヴ J士士く， 'IHま;;1)ア型」乎渋を土〆ご

と， 'るようにJ4ゎilるc

これ?苅[てじ志ーの現行E需品 7ゼス λ ンドば制従?J:7しaては、従来の

花汁基準:;l}ア型ずはなく、宇ての環境安1"がよ、村家i買1.1となりうる

ものとされ、ス-1-ピ/グ手長iCを】且L仁、何日li事業ごとに決定さ;f:.-.:[:ム

和時十字f苦「燦下~"F~~許 fr:fi i.t(7)詳江

守)り11言。

3'柔除毒 I主・前掲ィ上 1 • Q，? qa f1 
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C~ 、ス?透求型J 1更kfI'-，cY-(::スメン 実施が求め iつれている巳 Jさ

れる。

(5-1 公告・縦覧手続の欠如

中::ï:許制法は i~'f苛・縦覧 f'売を特に設けていないc これに lt して、は

木で l士、 }j~去書作目立段;苦か h 会合 縦覧手続を重視している。つまり、

事業者は方語、書・没{青書£よび詳加害を作成した役、これを関係倖門戸J

LF、切事や市町村長などの民下手古庁:二j近付し まにこ別手公-=rLて
地域:Jgにおいてそれぞれ iト月間縦覧[::111，すると定める:7条.lG条 e

uftJコ万i:l、書につ， 'どは説明会を鳴〈必ずーはないが、準備書につい c

1;1説明会を闘志[1'1条 1J郎、その内零を周知徹!it-jるニとが義務づF7

られて〉通632
仁

:71 評価作業の第三者の代行

中平lご:立、立主守/プ[1ジヱクト税3完了セスメン i、持告書 fヲモ) (1)作成に

ついて、第二-:5の坪沼グループl二代行否せ、アセスメン 1、丈斉の公正11

~~t:.似しょ λ として、る J しかし、計苅2単経アセスメン 1、作業は 第

富ゲJt.ーブではな〈元 1i町葉定校関がドヰ h行うこ(:(.>i ぺでしaZj-

これに対L亡. =4;むはも最初の以j覚?子泊をするにし ごちも事業 以

境う堅実・時間などの変化lこよる再汗耐をずるにしても、事業者の自賞['I~

な行動に委ねていて 第 者によるf'::h'f悦は設けられていない計九

(8) 公衆参加の地域的限定

'1'直了十計日、の5条 'L条.21条i二、深墳に君影響士もたらしうる百|虫

干建没ブ日/ヱグ卜に士ぐして、関係機関や与内ちとぷぷび公殺の桔 ~:il，を株

取 fることが定的つれているc しかし、誰でも:せ兄を提出マきるのやは

なく、関係する機関 守門家お上ぴ地域の住民[，:浪られている

に二jしに対[，'C 2:j<[士、書誌アセスメ J トのと主 l立、 '1'国と同じく j;l;，

域仕上t:限定lていたが、環暗転現》許価法(1)市:Jjを 阿レ/'0，)レでの併

策として療法保全の見地か句誰でも意見提出がマきる fl組みを ζ ハてい

じよFf久美子・前十七7王山 :i7-:j~ 同心

ぶ，む路剛Jf、「環境配筈許制i)~(/)U~ 日J千↑耐」ジユ T) ス， 11 ]"号 199'/主)山)-!)(j

民2

M 淡路剛久・前掲注祝日間

，~UJ;sn ':4' 11 '-~) I :つ4
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第3章実際の環境アセスメント手法

第 1節環境アセスメント文書作成の流れ

1宅局?ーピスメン卜文書!J~等主主的 1二作成され、科学的かつ公正なもの仁

なっているかどうかという問題に問lては、関係主体の関わり令ぃ!こ大

』ミに潟係 jるもの r型、われるのじ、ま r悶イ身、主{4'の状況につ1司過と

ることに__t::'l"u

1 関係主体

称、境γでスメントむスァムには、 続的iご事業者がその主ぬ土体?こな

る l事業157セスメン 1，J と、第二6;¥ぎ実施主こなる I第二者 T-:::ス

メ〉人 J とがある'i'r司の京t克アセスメン卜 U:、建設ブ11ジヱヤドと

円|買のr:+iJ)J:.及ぶので、 Fセスメシ r千流:益力|日主体も数多くかかわ.')て

くるFυ、下むはも建設 Y口ン 1 ク q辺境アセスメン 1-):吉↑l由法:境?てス
メン l、の丙直から問係主体の文京を考察ずる c

(1) 建設ブロジ主ヴト(事業)アセスメントにおける主体

まず、建設機j+;1(事業者} デある円建設1賛同:之、原1芝アヒスメン~， J) 

作成グ)始動f'ピあり、アセスメン 1 の作成・言ロJj~fj:.-e終始、土f立を itfi

じ.{.1む

次i二、アゴスメ/;、文弁の改定機開があるc つまりも 対象事業の実方さ

にあたり、町内的資格をJ4つ治一一芸ゲループが具体的なlj電I克7セスメン

に主害じ)作目立にあたい♂いるごアセスメ J ト守五己表作成についC:j:
きれないが 環I克彰利}が715主11および特性である場合の l世tff書は治

一一苫技術ザ 戸ス十五悶が策定Fることじなハているc

ょた、審需f.認Ti'l:境問があるつつより、 1支局アセ7、メ/'r ，，:-'M告書1二対
して子備1lf貨を1，う業存主管部門と落量・認口jを1，う摂境保設;{-7)Ti王管

肝原料;安・日~:t局注切り1 頁 v

3E 浅 ~jf-f方人 ~-'J:景境影響~+.:{:壬円高度レ法JJ (':-言'"紅、 Ig98年， 4 e! 

~::: '1'字00>!' I I ; ) : 1?3 1?C:J 
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最?去に、建設フロジェク l、のn，認可権者がある。環境ア4スメン "1

絞が~rT'われたことを刊日条件に許認可権者が事業の実的Iを認可ずること
>ー ヂーヴ

Vぃ f，(<) '~ "冶λ占。

こr乃!三か、 j互協下~~軍需伐~もあゐが、 I景J足 f-~ スメン工、の事

?を詐fオi土?昌三走事業?キが行い(詐「叶;1-;今日灸}、環境アセスメン f'v')i:H~f調

杏は環J肯i点差行政 j管都内が行'.ごとになコていむので~-~'('泊tE~O条 J

i注以外の主将ミi土干子 1I二しないc

とこ内 C、このふうな主i4ct;JJD é')イ上手乙みの中亡、工せj-~アセスノ( /' :' ;じ

害び〉存続'1" .正雄↑t.公正f汁がどのよっ!こ確保さ丸心ミるの71九二の t申
について、きT航法:j、トトざえ手7}是ずる第七者グル}ヴはWiJ克保護行

政主省令部門みるいはそのz也関係存査・ 3_~，[Iず 31:円との阿仁、し，;:)、士る事l'再

開仔、も有しではならないに定める I許鉦υ、;9条y 関係成員。ノ ~:i~i ~誌防止

を7怒定した規定であ〆J うロ

また、い}J'なる機関 旬へも、建設事業者!こft才)")て、環境アセスメ

シr京定機取を指定"、はなつない:nl泊伏20粂 7J電ノ 1 し }式、子訳に

よし対涜アセスメント報告書'表j(7)客観性を区内う 1:Lてい芸つ

しかし、これがかえ〉て、事業者I 都合のよ L-，選択の~-;，-地を!ムけるばか

的小、事業七と示制f諮問の癒着の潟 lヘとなっといる A

!.いうのは、事業者[士、実誌、の宇tFll負担ブロヒスの中で、記:副書作成

機開と契約を結んど{走、:キ{耐交ifの一部全支払い、アふスメントえ;書作

成の完成後!こ残れの汗(却費用をゴ~JL う手法をと ているーこのこと l士、

大卒数(l、事J完アセスメ/ト幸Rf母子ヰぴ〉結論が詩 J七的であるーと歩導き出

し、アロジ L ク?の実性，，:上}~-v者;克リス々が大きいん3合?であっごも、nI

争書作成者による粂fliす~，;(ここどまり之内Uな桁詰;こは弔hない現状

をLrみ出 ていむ さら仁 tの条件仁対して、津万事業者/(IJ需品保全滑

岩iついて女現不能であっても、 j烹境:京辛玉音-Hi吋:土子方メすけることが

r さす\応終的に許泊喜が計:~TfI され r しまう灯、 f しぺ見惇もあるこ

れJ工、市機関が建設告の可j約と り J主 ~:U十i すことのできな、寸引史

的{:紅みの語、れごあろう J

37馬弔主主 主荷;-~IS ・~g 19畏ヘ

LつIJ ，~UJ;sn':4' 110) 1:つ?
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これに討して、[木では、原1芝影響示制実施者(:対ずる資格帯1，定が設

けられて v、ないが、コーパjyレタン入社に百五五三長や専1'1家か不足している

な ζ 実際!こは、環続アセスメン入業務を事業脅から受託されたj長今、

山?ふさ突拾できな、、業労はnワ忙に委託1ているj号令が事し、」ふえといわれ
ている このこ少 l土、中国r乃治一一主計価総同の金銭追及型受け入れ緊勢

(亡の仕事ごも壬け入れる と正反対のやり方であり、ての発想の

根源tこっ、 aて戸らなる時担が必要であろうつ

(2) 計画アセスメントにおける主体

まi¥計iil十lアセスメ/ト乞喜治安:際潟があιl百十円17セスメ J ト丈書
'~~:ノピ除問:止、建設ブロ、.J:. .7トグ〉場企と足りに、資格を有-， ζ;独立の第

者行ミ悶ごはなく、計『町中索の指定t;tr;;jが向らあたることになっている

('~T 株主主 7 条 "c '~y.{r什法;よるこ 五回策定機関~':~_i土、区務院関係部門、

お上()、行政区を放置するけj級以れつ地方人民政:{'fj;] ，-~ ()'その関係部IFjが

まれている(汗倍以 7. 8粂人巨務院関係許、内とは、週土資y軍部、

同家発民計阿委員会、 4、手 '1部、同家海洋局等合 1t;L、行政区'Ct:~ O玉置する

市級以!の地h 人民政府およ fノトマのi'k涼寸;;門 1 は、省・ド~;;古区 .ff轄巾

の人民;(ft'{，:およびそれに所属寸る剖Z:lr; 行政区を設置す1;.-in '~i全'弔じは

省・自治区 0'所特ずる市と 1:↑j の人民政府およびそれに所応ずる部門が

含まれると i'-;l'(る:J~η なお、漂級以?の人民政Ij丁が策定する計両の1宇崎

γ ヒスメン L に対 L て[士、生地L勺~HJ グ)~なる粂件~，-:鑑九、法H'でこれ

を-1f:に強制 1..--(i，..-，なL、。
次iこ、帝苦手・認可核問がある J 計菌、 l-iに皐的位号11日十置のJ¥jJ宍アセ

スメント干:gt与弁iこえす J て脊査する什奇"1J，んこな 4っているが、その審査にあ

た〆つては、人民政府お安の康J克保護fj~~~王治部門あるいはその他部門が

関係-25刊の代表と専門家で構成された事J、グルーブをJ首長LC、採境ア
)，スメン入 ::. tJ 1 奉安 ，:;:.<f_~' うごととなってい心日子泊法11条:。

つまり、この寓査グ Jン .1'1土そ ιリ斉J~lj~: 聞に関係 T る部門の代表と、南

波分野の可門家データペースの中から、 )'/'ダムに選空された専門家と

で情成さ九るぺニニでの、剖~ f.ルグ〉代表は、事|吋ザJ な審査音見を抗走~-9

北太:卜k久美子白前掲7十点)・ i九貫

部長H:i海王鳳春一」怯f-li1苦 !~':"~尋注 7 ・ 3つ三ミ

ひ伊J え i王、ある農業i.~~M{tt羽遣の発展τ; 山を本 kオ之、見合、農業・幹業 戸|

~::: '1'字GO>!'I()9):I?1 いつj
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るので、その荒:見;土政府の常務会議いタIj席ずる際のお門tfL':i責任吾の荒:

り表明こはやや異な";、政府による政策決定の正確↑fに、 E主要な妄刊行
" で炉、 J 、 J 、O' 日戸 、ァいぽ匂心、吋】!L. ，、'~'，匂

がくして、行政区z設問する，fJi慨にL U)人民lF:Z，:守;土、 -il;ll:;J I j'~-: • ITln京茶会
誌 ITL---政策決定をす勺が、[君!定7 七スメン k丈害がない場合l土、個別

"1直苧案を認可して:まならないとされどいる(許師法三条)。
? 、事i走百子泊 i亘跡前育号機関 !J~あるつ l尺l~(，ニ重大な影響のある計

百を支柱校、 p: 悶第定部門はItr九(~:J東3立与)'E?どi');Ll跡，HI:i在行うととれに、

計担IiNi止をE普賢・認fiJ 問に 申L、そのし士宮ej昔置をぬ出 jることム

なっ仁"る~:~'1<hμ、 b条， "したが Jて、追跡非俳災陀ぴ〉責任を負う主

体:午、 E牛肉検定柊悶 Caち円、すなわち弔務lfL関係部門、行政z:"'1.-~空 l宣す

る巾級以 lの地存人民政問およびその関係部門?あることがわかる〈

かコて、一部の下l主-j(土尖泌される以前に 1立、事長墳に危害をも?らすこ

とはないと:与えられていたもの力久長崎さ }:~J， ¥，、もよらな Y、(1'(羽j

な 3長治世j起をづ1iう起こしたこともある刊行この」うな状況に ~f~ょん追跡

司悩(J)J~i~ で、実際の状況任、 J乙の司悩の結ぬか依右目 L 子事実べつ悶 i生デー

タt打開lて重:Aな不fh長が見られた場合に;よ、更にその!4(I大iをiリjら7)'にL、

責任の所在をf沼健にずることが指jIぇf仁された-，-，、といわれて ν、る)

2 環境アセスメントの実施プロセス

:十{耐位、の規ノヒiJtMI，jljじ:高きるのピ、それと アセヌメント

の長\~，ブロョス;士必 f しも時j慌ではないわまた、窓口主ブ U ジゴケトと百十

I判 経済貨易。機械‘活路交立 公安。燃料・環J主深会等のお出の1'tT:と、長

史機料・長 J、・口動 tji ・機杭・ざ2:~t ・ l~j古伝全・ d、律目ヌイ会乙止、'T (J) 分F干の専門

音、ノド一緒仁1:fkヴル i>五日「友-J-;S ijf，f:tii向 王胤呑=平咋編芝 a前掲注7岨
設立!

寸l ぷ佑海王回春ニ位編著，"'掲u:7パ 9長

に例主ば、 .:;0ヰー 1'1~， O) t:. 1Wttjf1 ~Z、鋼鉄大京:夜、森林 主!京を投入ての農地問

準と"'った-，中の誤ーと政扶が、トー態百五時お工 rJ手下il活発，IJ(:":立す、て深刻な悪影

響争及ばLト l、千年広 待問 問端正杏"ぶFて環境'í:.1~ri知史的基本市i:j;主:l~究 ρ( ，ぶ Fて

法司王J{I'IじI:(t士、 フuυ7':;::) ö:~玄!

" j王イ右年 Jel日i.:';f;:= J..:.{制ztt 戸荷u:7バ {i宍

Lと:3J ，~UJ;sn':4' I(8) 1:つ。
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@I によって涜I在?セスメ J トのブロヒスデ異なるので、 )}~IJ して検ιす
る必要がある。

~ J:I 建設ブロジェヲト環境アセスメントの許認可手続

5 Hrllli圭の中小 h 上最J~ アセスメン k 文詳の審査ロョ ;5:-

取るこ/はできなけー 1999王手 1 月 ~l~でに間延原崎保護絵馬の心主した I 1主

設ブロジムクト アJ スメ/に市H支の-rAi了間開に関する】市町o，れhこよ
灯、建設ブ r7y 工ケド !)~l~主 γ 七スメント手枕の流71 ;~概観すれば、おお

」そJXFのとぶりになるだろう九

まず、 /日" 'f"ク L要請書が認可さ才した徒、注目王事業者i土、分芸員管

]色 '1ス卜;二日Lっき、記号交プロジJ..7十時境γ，J....スメンドの務引を砕;，?-9

ること?:よって、 I単境 7-1.:スメン!、業務4開拾する r 分類管浬リス人に

載J て~" ， l:、い柿沼の忌i主7ロジ J クト L 闘し亡、建京事業苔i土、 r品査-

IE川濯を持つを午、境-IA:議行政主管部IFjに中告する 出境i以議行政土管部;-rf

1:1当訣建設プロジ J ク1、の"子泊先1都Jを1J{u:J.L、王寺自でi呈ミ土事挙者l二泊先j

)する L当該通;UJJ の 1): 

して、建設事業1'2!手、 klH:あるいは入札に上って、資格を有 tる

升働機関を確定し、対境アセスメン i、茶t告をf丁う F ふのIII-C'.辺境アセ

スメント報告惑を作成すQ 必z:z.めま::.c;フロジ j クl、1;1、 :(j-'(こ環境 7てス

メン f要綱ふ定的。 A えらに、建設半芸者立法持者アセスメ >1、要綱の幸正

有・認ぃJ権を34つi景1芝{ねまし正主主当部門~，-:夜 ilj すると同 l.~じい、関係部門

に抄本全治る。審/を・ 22 ヨH年全作ッ環境保~!'thjF.~主管部n 制菱自判の

若手脊そ'，1 し、若手音4・dJ可後の評(部要紙l土環境r-l:: ;J"メン r業務と費用

彼41cワ叔争Lとなる〔当;交通知のーの 2) (. 

建設業者，~{同法資朴h を汗';f] :th'( P;に花供し、計:世i;~関与すアロジ r_ -} 

にの所存地ご規的背~];t;~を f丁つごそしに連設事業者こちヴ':;を結び、許官h

'1 OO~まl 乾 J完保支給育成境 L 佐詳|記円lA高円高庖!r::::梓討己柑同法律J士事 fltJ (了れ

正環境干 J千 [u取紅、 ゾれわ川) 27:員、

~_ jlらの百件には、 JrJ、汁乙工ク}， 7t~義雪あるいは実行 <fm'~てtj;:宍 fa-F 一帯、

ン v ク'"問、二主安問→A昨量、土?で原村料使用量、有毒有':*;-町材料持者E

およ (r~'H有量、決用オく量、 t*m 電ノ孔量、燃科主主E お ζ t/; 詩人壬量、(:{;'.-=，崖 l 梓ブ

ロ?でスii:l~:い hJ..資夜間詮布:羽万三t、上安:二三門誌i亡、 <1片寺染iり i 上m若なレが72: 主

J'1之}三

~::: '1'字00>!' Iりi): 119 1?4J 
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チそ用土I主主書士是トドl時期なとを定めたペえでJ言J克員f';;企業務を畏関する ¥.3

:電通知のこの 3lc 

? .~::スメント攻守予告 だ成後、主主7k事業者』士、若手音4・dJ可

権予干すっ環境保護行政主活ι何つド幸三宇与すると同時に、関係部川本子

送る。 1主 f受ブ打ジ T ク~ ，.~つけて、業湿の主告訴吋ノアイf 也ずるよ33合、業

積主管昔日|叶は環境アゼスメン|幸it手書 l表) 1)-['情容をを必安こし、干草

杏・主主n:悔や持つI単結;米議行政主管部門が予-]1南斎杏:参加 rむん業日主

日~弁しな、う~~Jt .i 円ンムク f' (~.つけては、 r主査;î♂ ;1: 者撃を fτたつ

環境保:議行政主管部門がその頃j-~アセスノ( /' :' -Ht告書 1ぷ)の審賢 致、

口jを1，う {宅設ic:tr:(1)三び)/lノつ
して lt~ 誌に審査に合絡しとプi1ジ工今トu:、事業の実比十事後

詰前1.C';{陪仁入るの訴歪!不f子市菩の y口>ク 1.i二1主主11きれ、{可つかの調

設を加えるこ正になる}ユト(y);)つの点をましめるに七百:~ -1 -1 -lt，の

と手:i:-j -C' J!;るロ

なお、 l泣:i.... 1 .... 1 :二:二、公災参加につ:，-"-C -:fJ:.記，，;，eごいるが、それ

は、環境に重大な影響をワえう命表i高f七スメシ l、報告喜を作成 fべき

建設ブロジークト:て|渓らずL，-(お町、ま丘、 H- -ft:8~);jごきさ1]0'寺窃も不明確で

あξ4ことに留告がιぽ更である)

(2) 計麗環境アセスメントの許認可手続

副， j凶法・悶送(.~言境保護絵馬主主 iiJの「丙 !@I!票 l克?とスメシト技術指針

h)， U比誌は[規国，，;境影響7十計導員r;)i (2リ03{r::.および国家環境保謀
総開発布の個別ミ十固め環lf.:)"--:: /，メン「鴇作声帯幸子株ィ士(原諸は (4:立i

堤E環境影響報予奇弁審査説法、 (2003年j なとiよると、乱調環境?セ

スメ〉トの苦烹・よ~HJ手続 J士以 l、の J おりである。

L.' p 国のjf事[

;十両の分析J立、計而E需品 7ゼス λ ンドを行令うえでの司:1持作業であるつ

~ 1- DJj)の策定背:阜リョ標・汁象・内芥・支柱夜などの基本的内?午、またミ~

"なお、正筋lよn-'i:!:'Cあるが、 l手設ノペ(ン ク1とo!湾に対する時現'セス
メン;、子校の，iiぷいう つにまとめf‘F町長刀ゐ品。:中1環境問理研究宍南 ~;::て

綜境ハン"ブ γケ [フ{)07-----:::OU8 {;=' ~互い (苦台十二、 2，(1()8'~) ::~ U:;qを巻目引の

p、?右:年 上!弘喜 一二偉編t:問主荷7土 7・5円売

l'~5J ，~UJ;sn':4' l(8) 1: 18 
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C'門

Hi状認烹分析お上ぴ副i凶;土、百言J克?'-:::スメシトを1，うう与で、

市
川九」

去をもま続的た作業σ) ツピある e "1[1[対誌の特慨に?でづ主、生態系がず
りケー卜な医i域、資源衿湾、議騎手i践の定記号、な ζ を考乏しながら、環境・

社会話ぷび経済の3分"rにわたって調査・分析および詐泊予1;う今とこ
ろで、計間環頃 7セスメン?の過程ヤ、地域特性，~{頂 lJーなっ 1 '1司、例え JZ

+.H;，五υjj百11也、:三J:x、討U&，i"制点7~設・開発利 ffj三盟、出 rh}長設計也、

向勿，賢一厚府発計百町などの場合は 攻状「山杏事itfが基本的に3十岡純 fJtiで

あって、作易ト一線河きれる 3 しかし、尊門'["，の放し弔問によすして:土、異

なる計iiiii 治安段階にJシ、べ ~~U L. T対応し、なかん-4"< ~tfl夫副交内容は
各預言:1到の特慣に 4 コ、確定寸る，j~ 更がある U 尖l努ぴ〉業労び)'11で:止、現

状訓査の作業はWiJ古詩;響の識 ~:J作業と河時に fTわれ、計『可のWiJ克要去に

対 fる影響! ょ1)現状調査の範聞と;人ず脊を什[i心的L自主整して 1，るといわ
れどいる cJ~

~n 者i携レ訟の両院別日l 、者:境目 1告お 4 ひ評価指枠、の 11産'*

計苅2巣地アセスメン 1、の百子洞門位は、 殺的に3十丙(乃民地主三醤若干険証

宇る技術的なyt半どなぬ 守l同i実t主に伴う摂境影響、例え:工デ1)ケ r 
なt辺境および三七な帝1〆~I ~要素に対し に関連総境保設法弘 政官iおよび洋一

平 l ニヨ子i らハ計画J~U#.T七スメ〉入の環境ヨ僚を催定ずるロそして、計

而判際、tf:i.~，主、全体安:ニ対上て分析や子，たう去で、計両同僚、発展H~

涼J:iよぴ計画袋内実施1 よる闘吠l芳I奇ある~ミ[主社会原1芝1 守えうゐ影響

を識別するユ u

R干備機関は、以上û)影響日長引を県に、計画および環Itt背長日吉~;:夫 l兄と

関連付けながら、埋;加分析、由門永への前向、公衆参万日なとテ足して、

汗i目指標を初4、的γ建半さ十人し←もえ;，I凶作業の中で補充、詞勢、じ土台→

1_ 'C'，、く c なまi，~+f明 J昔、準 hこついぐ;ム別育じっ国家、地方、業積あるい

1 米坦 鳥前「暗G: J草 J克!r::::手千台リ価丘三~，~~官 ;--J 建設門的応'Ii町-::EJ 弓 r-u成 Iふ]研

究ワ「ρiii[: 1，月初c;，

"苧崎影響の議開とは、影響を .~z::するあらlφるL早主喪主客JE同 L、晴j主11擦

にボムム!と相正、らつなミ干i田;旨湾全選択するこ土とあるω

，;-:c:宗十克影響c)議1:IJには、百;阿茶(1)-);1-.ノ主主要素京別、影響弘司i初日 時間断ス、

ン町議別、 t記事，".1.室内識別等乃セれが t~ まれるエさ礼主 (~fIT'TI J最境ア Jでスメ〉

トJ支部ftTM (f;ji:q--:;) 

l'~7 J ，~UJ;sn':4' I(4) 1: Iち





，" ミ見

主要な環境影響に関する計画案の分析および許価の内容には、計画の

深境保全H僚に対する影響や計画の環境質量1こ対する影響などの台理的

分析・評価、さらに社会・経済・環境の変化の趨勢と牛態系のl[X容抱力

との相関関係の分析・許frillなどが含まれる。

5 )対策建議の提附I

あらゆる言|画の実施は多かれ少なかれ滞境1こ影響をもたらすc 言|画環

境アセスメン卜の段終的jjJ淫占は、 I車場への匙影響を軽減u培地に右手IJ
な対策連設を提出よることであるc それゆえ、審査ゲル プは、書面で

計同案の内容に対する修正・梢充 改善意見をj~出し、環境保護行政主

管部門は、審査グループの書面審査意見を百|画の審査・認ロl機関に送遣

するの計阿の審査・認可機関は、環境アセスメントtll告書の結論および

審査意見を意思決疋の重要な松拠とし、審査 認ロJの過程で審査意見を

係用しない場合、説明を加えたうえと似存資料として検査に備える、

とされている(評価伐14粂九

ti jモ二タリングの実hEおよび追跡言干泊

そして、計画策定機関は、環I寛!こ深刻な影響をワえうる言|画!こ対して、

モニタリングの J夫施および追跡評泊を行い、環境に影響をもたらした場

合、元の計画認可機関に報告し、積極的にその改営措置に取り組むじ

より具体的にいうと、百十両策定機関は、モニタリングを実施する必要

のある環暗要素と指標を列挙し、現有のl最上貴県立手とモ二タリングンステ

ムを利用LC、計画案どおりにそニタリングを実胞すると同時に、専門

家諮問および公衆参加等を通して、計画実施後の環境影響を.Wi.督ずるロ

7 )公衆参加

公衆参加は計画環暗アセスメントの重要な内容の一つである c 環J克7

セスメント活動における公衆参加の役割に紫み、許制法は11条を設けた。

これによると、関係機関や守門家および公衆は、向U環境1主主主に直接か
かわる，，[固に対し、この，，[画案を上巾して認口Jを仰ぐ前:こ、論託会や公

聴会を聞くあるいはその他の形E環境アセスメント悦告書草案「対する

意見を述べることができるとされているじ

tUの各耐から見ると計両環境アセスメン卜審査・認可手続の流れは

おおよそ図 3-1 -3のとおりである。

ここ「、強制しごおきたいのは、山典「よる元の凶を以下の 2点ご修

[却] 北ィ長60，.、4.102) 1114 
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強化し、環境保全性設と建設ブロジゴクトの主体 l事の岡町操業または

同時使用を監督し、での他p:、要とされる関連海境保全冊置を実行し、環

境汚染と牛態依壊を防止ずるため、 2001年12月27H、建没ブロンゴクト

竣工環境保全検査管理綿法(以下「竣工訴法」という)を制定L、2002

年2刀1けより施行した。これによると、建設プ口ンエクトの竣 l環I責

保全検査の手続の流れは次のとお旬である。

(1) 環境保全竣工検査の申請

建設プロジェクトの主体工事完了後、試験操業前:二、連設事業苫は審

査・認可権を持つJJ員地旬、議行政主管部門「試験操業申請をj~出し( 7条

[)見、環境保護行政王管部門は、試験操業申請を去理した日から30日

以内に、一級下の環境保護行政主管部門を組織して現場訓査を行う仁試

験操業の認ロJがされてはじめて、建設事業者は試験操業を行うことがで

きる (日条)c

建設事業者は試験操業をはじめたHから 3か月以内に、通:昔1・認可権

を時つ桜境保護行政主管部門に建設プ11ジェクト竣工喋境保全検査を申

請し、環J:i!保全検J杏粂件をi唱えていない苫は試験操業期間を延長ずるこ

とがときる η だが、延長期間は長く亡も 1年間(絞施設プロンヱク)-!l 

z年Vとする 110条j0 
(2) 竣工検査モ二世リンヴ案の届出

環駐汚染をもたらすあるいは牛態環曜に悪影響を及i'r-t建設ブロジゴ
クトは、環境保全検査モニタリング報告書あるいは調査報特書を提出す

る(12粂j。建荒事業者l土、環J註i思議行政王管部門の認可の「で相応の

資格を持つ環境モι タリ/グステーシヨ〆あるいは場境放射件モιタリ

ンゲステーンヨン γ依頼して、環J責保全検杢モ三タリング預告・環J克保

全検査調査報干与を作成させ(13条)、場境行政主管部門に蕃査を仰ぐこ

とになっている。

(3) 建設プロジェウトの現場調査・意見

環境保護行政主管部門J土、建設プ口ンヱク卜所在地の環境保護行政主

管部門および業積王管部門などを組織して検査グループ(あるいは検査

委員会)を設立し、建設プ11ジ工ク卜の環境保全施設およびその他の環

境保令拾置に対して現場調査を行い、検査意見を提出する(15条)。

(4) モニヲリンヴ・調査報告の審査・決定

[31 J コヒィ長60，.、4'100)1112 
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第2節 環境アセスメント文書ぬ実例分析

C'門
市
川九」

ここで:土、;いもの環境r-l::スメント手続的流れを踏まえながら、実際
:.:: t署J克y.ピスメント文字守がどのようなブロセス.i十万で作成されている

のか、ての買イ平白つあ:.;.hを考察Lてι人たし み

環境アセスメント文書の具体的事例

環境アセスメントの文書の作成刀式トっ見ると、 n下校:)返しになる

が、法政 /1j ジ工ケトの.L;~i 合は、建設 '/l""! ジ F ク l、で世 J-~アセスバ/' :' -Ht 

全書・報害支・登記表的恥式をと J て手)!)、百1~C)場今 i :t、百 i I量]摂境ア

ゴスメン J、沿う!?議(非m場自り恢翌日計丙f乃場合) ・計同1み~T セスメシト

文革・説明 (~~~>;'ì~ I直と指導的悩別，，1[司のl司行;，1京語:二|環境影響的

篇章成主説明J)(1)形式を kって 1司、る 以下、いくつかの縦士覚アセスメ

ン十丈昔(I) 'J:jji~ をな行あげ、 1靖涼:討t:tj培声 7 そセ‘/ス4 メン入丈茜喜ニイf作J午F:島夜r(乃ブJ口J スおよ

び

(川1引) 建設フブ¢口ジ工7トE環語境アセスメント報告書の実f伊例伊例j 

[事例 11 11芸縮 11'一都市交迫改造工事のt辺境アミスメン J、報告書円

本事業:土、 1 主主事市の交iG~の町、イヒ-不足状況を改合， 6 呂 l均で計画され弓日、

総量k，q::Jは 1~)1忘 ln)j" :Bon人民7にとあるが、資金不足cつとめ世界銀行から

4:::Zi }jドゲ (3倍、G383}j人民JC;借款ずるものである J 貫主錦$都市建設

J::-i]の委託を去りた遼寧有環境干i学研究涜が宍設ブ口じエクト球境アでス

メン「をまどお日二

当該報骨子干のi勾?宇;土、 i紅:

1現見1状?犬t詞斉.ii訂汗1干'ft位魁t目j、 i事概況、貝体的ブランの比較および選定、逮設中の

"，.1 これは[lI界鋭行じよ£借款ーノt:-1ジ fケ、であ主 主)(同年，)}~ ，主竿昔、E射さ

科学研究院か什成L、インタ ゑッ H 公示〕七" b~l'r/!W"'iW.\'V()I-ldbç~ld三

目立cnじhi:，-:"問 coに元ntipanjin___ea.pd:: 沼終γクヒス lは、ワi/勺:i:5 ，F:j:2G円1

守主~;pヨr

f民立書の:ぅUニτ自下十干研究報告の木三告書に tもJ、当該一";/r;ン ク1、;1Jz

z邑r1'fl事、惣折々豆、退院t緑化一豆、排7.(I事およU道路J円ロ丹 事、道路口、 1
内音寺慌の蕊↑崎、公共セヨお上(/~.~1:Tf了!ll;ご l 円[えパ手がヂすまれてお州、つ以斤守か

fっ'~r，l(ì:牛立で0) 4 主主 1m:!)法試朗町子想定されて v たr

l3:3J Iti止、ふ()~4'98 ， 1: 10 



'1'1五グリ君J迂7ヒスメシト渋市:1町三(!-;，f!J:圭‘ょ主，iJ. '~，'J; で，'~

L芳I在影響の yiEU;，さよび芯止宿置、運用中の炭J克影響の fiHlL'oよひ、計也、

ことW:j':5況、イヤ創世:r;移転じ閉する環境影響分析、球境管理およひ1で境ニト

タ.1>ゲ計百、環1京将;斉jH持分析、公共交泊などの環境影響旬、ノ好、結

?寸黒文字守 5なとからなうているむ

1:'ごう該ア七スメン kのfJ的

ヱト:1.和市アセスメ J ト主日寄書l土、調コ白、・ f<北・許怖をJ.r唱し(，行規採t奇的
現状?把握[に与えで 正純:交I曲線路をJ誌をl、I単結訟でけiミノ九|:町二

収める ζ 同~'~:'(: '/円ジ --=.;7I、の管理J3よCY!烹J主管理斗強化し、政東決定

者にl岩崎と発炭の関係を処述1るうえとの科学的な官、京Eを捻供オること

をblnドJ亡、し、る}

2 j 碍士主 7-1.:スメン人の主[U~):iよびWiJ古委主

木 fロジ J クトは品li市道路の苦l築 J骨禁じあたるので. J;当日告1':'ifHj200

メー l、jレむ凶?勺)縦士主221h騎E1二基点を絞り、 ぞの他一仁事現場近くの

仕i'-;~~境・都市生態・自然王立境 l二犯意し亡い之ょうであ之(本報告書 4

民以子JJ

そして、向原t克fてスメ J ト布佐喜 1，9支)は、衣3 日 1 ，JJ拝原

涜要素に沿っ亡も施工照時'1'と込JHJ;月刊1:1の手士会保境、有l¥i!J生態、}二然

災犠に守える影響につL"て、それそれ子氏干繭し、京:境汚染1;1J_li~. ;~主議

とHT沼会』是出している r

しかし、以;、グ)2 ，古 1 ついて疑問が つ l士、撤去移動~，-:上り住

民に叉期 ~t~ なゾラスの小影響 \--lL: を与えると1.，'，う Lことを表 1 ， -cい

るが、 l量1去移民iこ対 Jて:二、:l活5勺uT(こぜよ、すから守~て主た文化的

なE立にせよプラスの影響子与えるとは J~'寸しもいえな v 、 c 中 FヲL

いるその他のi京i克移民の具体前が示す上うに、持I去移転に1':'1、移民に司、

f止をかける/:.'~，了でなく、不十うfな移民三到{王斉摘アセスメ/ ，"なしj に

J: IJ 、 μIj~g L ?r-;cワ移民村仁..;:)'~， ¥ても批;ぷの不足会会の環境・工ネルギ h

バ1 附属文字守に(豆、需主判市部市父山改定プ n 宇工ク、H1勢地形 r':Z~ I原♂は ti': 

綿白域下ラ全弔改造山司王田幸子地形話 J) 、百五時アセスメントの~三吾、評伝某準;;5

疋 I訓示は[許制浮i軒22t灯、主;;::t当H干足に公示き:h/:↑古fRElJ事 :;_tj-J示:土

予報開有)、、 J主中信号在民 改革委E司会fゾ売布Lど夫i:;'HJ日品川二陀すQ再アザ:較告

の町名誉 1自白はI>iIJkr主J)なシがある
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表3-2-1 環境影響要素の識別および選定

\\\、散\去三\l移f::'，~動主¥斗」 ネi会設了戸 都市生態 内ゲλf~j-j'モ

項目 父品j:[¥.'1泊 ;;，it， 禄It 品工:-Wt :，-h_;~ 小 古岸;喝一、

lo::1'.g'!!J ';5  +l~ iS と〉 1 :.:i 

+けげ;;;::r:主下向2れt 15 IS 

，~.， ~'医荷量て ょ5 !. 只ふJ lS 

禄1じは去 l己 ~S 1 S 

附 t._ );Jー弔 土5 lS ょh

百包丁入門 、ヲ lι: 

通車 IIJ;~JI I l !_， IL 

z矧ヒ 1弔 十 IL 十 IL

お奇

リ~、、、J 

H 

市
川九」

主 +ーはプブヌの ~j苧 A ーは Jペトス円上寺士去し、 iーはtj，~;~戸、 2ーは中手記、

::iよノ、玩室長を《 、 SP(エ'-;:¥，1朔影響、 .:三河影主長会式 l 亡川る ぬ :~JJで

ご hよ、施 l_rJ-1(T)Iロ|広完全1却を以比す片，，~

1]1向 Ir: ~斗キ~1丁書ωL 向 ν

の原 5司三、再修勧告了余渓なく:~IIるごと I'Jfしばしばあるぺいま つは、

運用品]問におし口土、 f↑ nrr~ のた行:，:~1 :'，、摂「克空全LJJiミ断的(，:プラスの

小影響 (-1L) をよ3えるとい行ことである η しかし m品]の道路走行
L午い、「ドのナ，1ガス(し()、 N()x) が手さえずるとめ、治料品区、都市首

のdJF缶、七方染L、ひいとは地球市暖化にもつながる問題 lごあっ亡、ぷ土賞

竺宝Lにプ7スの影響を守えるとは思えない J

、どのようなスコーピ/グ]携を粁-c~1~疋 ðJLlとのか不明であり、

このようなた予なブロンゴケ卜にしても、口、上めような現場事芸£が1EEJ

h 涯定さ打、 51'11111えす怒とな，ている。それらの環境要素から見ると、ベJ

i土il、大気汚染、騒音汚染少し みった ~2~法要友:二重点を遣いているこ土が

明らかである。

;-;) 1;了釘基準

ここでの涜境影響の，1船基準はil:i染物折出.Jii;I全となハているc

171t鋭市所在の空気状況に照らしにキ Jljジ A ケト所在ねはフ芸員地

区であると判断:~;il、キ託基堆 1(;B30立 19吉正i および大夕、 i' i-y'~詰排 IlH

計十7春民 d広三主吉'[勾葉凸止態持j三国待問題疋其対抗思考J1ヒ方終民::¥Ki:){;='

G期日 仁さ宍
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中|豆|の環l克アヒスメント法制l慢の構造・喧刑 効果(2:

県立手 (GIl16297 -1996)が適用されるとする c

~2)都 dJ道路幹線阿側の 定範囲内には、騒育 4類区基準が適用されぐ

いる。貝体的には、街路に接ずる建築物の多数が3暗以上のピjレの場合、

道路に最も面している辿築地域を 4類基準適用地域とし、街路に棲rる
建築物の多数が3階ピルより低い場合、道路赤線外の一定距離内の地域

を4類基準適用地域とする。距離的には、 l類基準適用区域は4;)M (+ 

5 I¥，l)であ旬、 2類系準適用区域は10M(+oM)であ旬、日類茶準適用

区域は20rvl(+ 5I¥1)の範囲内とする。

CJ)水質の|自I-C:は、盤綿市地1<水環境機能区間によ旬、地;，水質基準 (G

B 3838 -2002)中の日額水域水質基準を適用してし 3る。

いずれにしても、単一の環境基準をそれぞれ環境要素の許価基準とし

て適用していることがわかるじ逆'ごいうと、環境影響を最小限に抑える

規制と汚染物排出の総量IJ附山チついとは邑比しとし、ないれこの立昧とは、

「相対辺求型」環境アセスメント体骨子IJではなく、「絶対Jt準型」環境ア

セスメント制度の枠組みを乗り越えてし、ないということになる r

，1 )貝体的プランの比較選定

具{本町Jプランの比較選定は、{土谷索検討とはやや異なヮた立味合いを

持つQ つまり、ここで比較選定されているのはブロン J クト全体におけ

るft任案ではなく、し、くつかの↑|司別事項の比較選定であるつ

主I~S){lE告の比較選定

新工街(凶)を新築するかそれとも工業街(烹}を増築するかという

似路運択上の比較検討が行われたじ具体的な比較検討を衣 3-2-2に

収めたc

Zミ3-2-2の比較分析には、新 11おの優.jt1生が 1業1封のそれをはる

かに上肘り、本ブロジムクトの推薦案となっている c このプランが選定

されたのは、公権の烹見もあるが、I培地影響が考[重きれたというよりは、

むしろ開発区の梓済発畏が特に苦慮されたというほうが頁実に近いかも

L1しない口

③長征街の街を渡る方式の比較分本I1

盤錦第二中学校は湖fuH告27自号に位置し、門前には辺E告がなく、この

1子:校の生徒と救職員が2つのイ干とピルの問を通っているじ双問路かり間J

;1u:路ま「の道路を建設することによっ亡、長征街の条件を改善すること

北決60(4'95)1107 [36] 



議3-2-2:2つのプランの比較

プラ 7 ァシ 2
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桔1ι声援
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い、;1'つ草 判νJ壊tl:~(:ff:，~li; j:II!仁l'1 fU'人対する車uコ t1~ガスわ純計 J);~，よ

るようしカける |響が人台ぜ¥
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ぷ， %HI の泣根元、、却下工:irC)詑設は都 dir~l{、ご祉活技料昨そ|ペネつな〈

道路なので、伊了E:[入の戸高弓異¥.I台平主的、民主一?と乙 lペまた、王宮司
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かでえるが、建設fえの生徒と段総長:ワ人身しつ安令がもJì ~.g となる。そこで、

とのようにして長路を減るかが枚討された J 衣 3 2 3を参照 J

表 ~;-2-3Gワ 4 うに辻較枚討を行い、最終的 i二長i正 {4h盤錦お 巾jr
十ょの道路を減る)]式として、九12 ブワ〉のJ也 1';直，~ ，~，選うをされた ここヴ

比較された事;Bi-土山斗にも上るがそのうち環境を考慮しといるのは、
原授のただ 1項目?とどまむ それ必至、このよ与な比較1室電 ;t~員 J完了

てヌえン λ{と昔、井:の検討というよりは、むしろ法設プ汁ジ L クトの異弥

8<J /")シの比較選定と lミった(三うが正確かもしれな，' 

，})主Srb道路び〉日当面jj， '!'(び〉選疋

都rt)E践の路r;n材立と L-，ごは、アスファル人路r;n、セメン l、路 111、出

昔路lS]があげられて v ミる υ 木平RFl 書~:JS頁 J いおいて、 t口、の表のよう

な:t較検討司、行わ才している、表 1 日 4を

Iti止、ふ()~4'94' 1:0ち
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表3-2-3 長征街童軍事品第二中学校に通う道路をi産品方式の比較選定
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沢民 主二合計i:l!J占的!!貝

t:A特8<l表:i----2 ----4にあげられと 1つの路丙材質ゆ比較分片Lたう

えで、 r;/，ウ 1}レトli&TIIT ~之、投白f吹町が比較的いφない、ヤらで走1(rj-r 

の安定↑十7子宮い、騒青が仏、なνヘト語らなν、:i)J-水作が高い、球境i伝染が

比較的少な川とい J た長ft~な二を f:t0的に考怠して、結局、 r ;J" ~l ア !C

]， JfiHlヨ:する菜子退完した 3

lかし、 t;a乙去の3うのM日， .上る康J五影響，.:若[jずる介、 者の中

ご、アス 7-，"' )レ l、路置のfi!i.工tj 1 :;t矧による伝染がひとく、さj;)に寺i'!繁な
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巳 )1育十:校三洋右およ (}-~i三井三毛è!Jc
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議3-2-4:路面材質の対比選定
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ニ:京をち日
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表3-2-5:情報境示一覧表

ド可 {~ 引い判明 制ト.1，式

フロジ J ク↑慌f:: ，~ ~~根容 'J自 ;~CO:l ，t尽Jゴi:r.R-'，1 ，rj J R ~~~;~:主

/l! τy卜の+玄内む 2::{6 ;l~ 1: rJ 30 Ll 在民丁目i事
ノιロゾ I ク|民;::~ζ 主，y~宅 IJO : ~~，向 ';f-1 ，ij 1u8 訪日 町民会および五問
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る日そこで i:t、ま ロジ」クドの設百l昔日|吋かず口ご斗'7i' C')内苦手を市J
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白~[~を発表させ、球t:tj合η干備グループカニ?言誌におけ 6
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ジマケト管理決万一斉:WJ:て報告寸る 1いったプロセスがtH11されてい芸っ

それゆえ、公w;，会議の内容は寸μロン J クトの紹介と!"/う l、読の

'11入という 2点i二千;支られ亡いるとい〆 Clかろう n

lア1 1 1.'1誌の公衆会議必主ぴ 7ンケ ト調有

1，，"凶の調査は、，，;境了寸スメー/ト受納の初楕完成{乏の20リ5fr8月26
Hから 9n 3 Hまでの問、長路ィiH'ldlJ去をg};:lill、トr言及会を滞託、 アン
ケ}ト調査室を lDO 名 i二配布 l 、すベピ手 l~}_:収 l て 1)わ j、た。対象は、

良民、うj偽書 u京清1士r1人，、教師、計部、医者などである 託訓 Iエ
表 3----2 ----Gを怠Bi'l

Tン今 h~j~J杏の苅象者をとの往路、とごj し a う h 法で i豆電しだかは不

明であるハだが、参加芭の害干を意図的に調整lていること 3行員える J

これは、下等な立場から烹記決定を jると， 'うより、社£会一?湾毒成員の反手発吉ド防h 

I円!手お:よび干二主会?オ干秩尖

村析Tlと宇給主Jネ、h、l日00%延の土伝.':-:;:悦}弘よがノ今仏辺E!:R路告建J設支のブI口Iシ工ク "、壬:支:主kj持在1しr 、Ij治

環境をな苦l、生j舌本準を高める m とを明んでし、るとお;七吋けパ恥亡し、

る (10向上-t.Jc 

~::: '1'字GO>!.91)1:(ワ 14uJ 



C'門

差是3-2-6:第一回公衆参加者の人員構造の統計

tL百lず
間 I~i -1;，勺h門l 

↑7メ ~;3'X 

げ川 ロ::-;:
30歳以内 :10続刊戟 50両以|

+らう色 ~)2 ';& :)::l ~t 

J:;;.~業 以-下~'~ー2:" 教師 ;:11)者 ~. (<~){包

*+i:Q よ~.1 ';'~ キシ1ヶ | 1( ち'x- n;も

高4
一NRモ

六字合茜n主 有料牧ネ | ィデ伐守幸以下
44市 i三% 4:jデ。

!I'，I;:'"' 1;設立1刊書1.Jめ山

，'...('1 治 2同公椛参加

市
川九」

お2[iιl公衆参おは2006年 1円以日 初出:二、医誠会び〉形式で行われた

会議の主な内容土して、ブ日手工クャク)主穿な事長境~!.響、民III しようユ

iゐ市箇などカ総合された」また第 1]]公?之さ刊の謝食結果を踏まえな

がら、公災徒出乃 ~~j:Yl!.をと乃ょう!ご夜行す一るかについて主柱。Jし、の

ブロン~， ~，建設に対宇る更なゐ貫:見詰よ (}'i.売i車保全措世についての魚:

凡を認可1〈したの説J丘町象Fよtl俗沿いの機関(機関および組織j および許

i帯広の也氏、幹部、教師、学ごと、安師、や築事業機関の代表であっと口

堅訟会ごlD3;f;へ調査票イト自己伶L、c，的%1ト1::I)J[/1 lこ 2ごノへの参万じ刻台に

ついては支 3-:?-7を

公京司王うをによるこ、 5，1認の人が流行明間qiの粉志影響:こ不安

:lG';.S の人がZ至高影響に不安である日大部分の人が\~" :刻問if'(こJ¥jJeず保全

司j:，C、の桁f告を厳格?とれば、 時的であるので交忍する姿勢手えせてい

表3-2-7 盤錦市都市道路故遺プロジヱ?ト壌境アセスメント第2回公
衆参加者

岸壁を受ける人引開1I 学校~;'0 病~;t.S % |γ方在1，15% I 'LI'::73% 
午、日 11民J:lF1 % 州 日党7万 I 1.6 -(l)古川 |ペ成以上 1%
ヨ兵F砂L将Z 会千十只 4 (:，、 幹J日 :36%、'/' P歴 fトf ノ究、 qT 性旬Ij !J}主 W:(

;~âf，) : iト 兄%、 IX間 :'1';折、教師 155弘、高校 G%、 など.，'， '(， 
18%、引司王芸 15%、.p;へ千五サ 炉問人記元久、学
幸子 11%、民私普 1 %、 ，'He 37% 、 ~'I%=+' -1 'i'~ 
。1'Y';、宮容。 176

11';-1;キ圭万三iilllt主l('f)-.lJ日夕

l41J Iti止、ふ()~4'90 ， I :u? 



中|豆|の環l克アヒスメント法制l慢の構造・喧刑 効果(2:

る"j 63%の人が運用期間中の騒音影響に不安を覚え、 37%の人が中の排

ガスの影響に不安を覚える。この、ことについて、建設機関は、父iili蕊百

県立主超過地借において相応な措置を講じ、ブロンゴクト建設にあたって、

絶対に公衆の正常な生活に影響しないと、承荒している(同詐伽害110

TI)。しかしながら、建設事業者は環局保全措置をどこまで実行し、環

境負荷車干減をと」こまで保障できるかについて全く未知数であり、実質的

なモ二タリングが必要であろうつ

まとめてみると、 2度にわたる公衆参加会議はいずれも、ブロジヰク

卜内容の紹介、アンケー卜制査によるプ口ジヱクト実施に対ずる公栄意

見の聴取にととまっている。環境影響については、粉塵 騒膏・排ガス

といった点にとどまり、土地や緑化向積の減少、林木の破壊などに対し

て誰も感心を持とうとはしてないじ

建設業者は、公主主制査からは、大多数の公主任が本プnジヱクト建設を

支持 fるという設五|どお :1の結果をアピールしているコこれによると、

ブ口ンヱク!の実胞に伴う環境影響および喋境保全の見地から公7止のd吉

見を求めるのではなく、ブロン J クトに対ずる支持の魚:向を催認しよう

とするE凶が窺えるつ

G)撤去移転(建築物)の環暗影響分析

許{曲吾J土liil去移転に伴う深境影響について分析し亡いる(同報告書112

11呂頁j" 

~l)工事による撤去移転概況

木7ロジゴヲトの影響を受ける地区は、株錦市2区の8つの街道、日

つの府民委員会、 3つの国営農場、日つの村におよび、長期出用地と掛

去移転影響を受ける総人口は1079世'貯の7:5:55人によるとされている c

お移民配置のH棟

工事γHう移民配置政策は、幣錦市人民政肘と世保銀行の移民政策に

基ついて制定されたとし寸。世界銀行移民配置政策のは棟l止、工事に伴

う移民の受益を保障し、移民の生活;j(準を高め、移民の収入能力と生産

能力を扶助し、移民中の貧岡層を特別に配l長Fるニとであるとされてい

る[同世告書lB"f[)口

:3)補償基準

盤剣市内の異なる地区の住宅、后舗、企業・事業機関の家屋所在地の

北決60(4'89)1101 [42] 



C'門
市
川九」

上地i凶t'Sなどがそ才1ぞれ異なるので、その不足ゴ){凶柊も異なるむ?長ili書
におい、、国有ナドつ有償法mあるいはlTljり宍ぐ嘉一準、農村莱 .jl十地の椴
収茶t事、都市11'誌の移転峠f首長棒、 y吉村↑j者向移転綱高来卒、{;::業事業

寸混同の移転補償基準、|出業，~fi['!)移転論償基準など:ついてやベコ詳細に

分類されている。納fH装車l士衣3-2-8の上うであゐι

表 3-2-8 都市と農村住民の伎~移転に伴う補償慕準

京日名称 .~ょ fJl. 都市町 t、元i 産品十τ記 〔元;

?京桔毘漬
1 ;:?f 'i1t.;'L • .Jン';;j、l ηf ;3~O 

ノちー 4耳~Jt: .ブシヤ:)‘占:、 ~n 1250 

j京ぺ 4 ηI 950 

|怜訪
"' 

EちO

J 1百 T1引LL.、， .ー '"γ号 唱司， . 、、 m' II()O 

.;~}t ' -，i;: η1 Eちし)

締罰 η1 i-S;: 

'J同 世'"ー1ιニ 】口ι 
戸:)¥) 内

"おの 匂主rhレY tF1 、 45() 
捕直 Z什二;;

: ;J、白メタ 世保 ハUリ1 

|司買えメ タ 世甘? :oG 
T..渋ガスメ、ヤ 世帯 1:2(1 

e，香前 η1 100 

|六歳 l'引 3un 

{レ 伺 1仁氏}

主元，'1、屋 ηf 3ii 

家出 1、jギ ~n ::JU 

: 1"1' 性 J主マ

ぞ(1)lヴl起し官財歪
"' 

;) I金」弓l R、1 

地h十 (J.}舌μ定椛主しut'¥1 11十帯 べ()() L:l~ j;t~仕 fr.cl
筒費 生泳三て定措JV't<<L 十-J，，/' rri 5 所有権メ -J~)

工本 社主Î~'_'-~~'='-:-C、化乃他 'd事 80克一社主寸桂カ2~: 於ンチ j'Lt!よ 1 ぬ士、お J' ノ F 品川ょ4 冗、
ミトコセングlT[-~;.32πで h る υ

，'t'，J、 忠弘子':'-1甜 I}~i 1 I貝c

l百己0) ょっに、 -rm市?i;5(~ は、|司じレベ，)~の家扉の補償人【ご

iJitカ "1 じであるカ\喪中tj十'むには l 者~iの↑干れはない二 Lここで、伊j を基準

(.: 1類、 2類、 3類(j宅に分類され亡し、るのか、なぜ農村住宅γl類の

イ?丘i土'':.f':.-ミのか、〆ご〆てそれパ補償費基準はいかなるもの?あるのか弘、

すしも II~ らかむはな，-.，c 

l4:3J Iti止、ふ()~4'88 ， 1:00 



中|豆|の環l克アヒスメント法制l慢の構造・ 喧刑 効果(2:

さ)移転による住民牛活への影響分析

工事移転期間'1'において、移転する人々の正市な生活や生産活動に不

便を与えかねないが、その影響は短期的であり、 m:小限のものであると

さ戸Lるc

計画書によると、移転される米原のほとんどが古くて簡単なー)，建て

のもので、室内にトイレと暖房施設がなく、生活環境が比較的思いc 本

工事による移転7仁の住まいは結綿市が近年計阿建設した住宅地であり、

家屋に各種施設が備えり丸、手枚、病院、商庖が近く、 f午宅地周辺の緑

化|白l積も同家既定の基準に達しているのこれら胞設の設置が移転してく

る作民の生活環境を改常よることができるとされるじ

また、住民が市街地に別の住宅を有する場合、あるいは別の住宅を買

う場伴、 f品去される家屋は金銭で梢償されるので、 i度がうの経済的状況を

改善L、生活レベルを高めることができるとされている(同報告書118

頁じ

ト述の主張によれば、移転は住民の生活に 時的、最小限の不(更を与

えることを除けば、あたかもメリットばか :1のように表現されてしミるが、

栄たしてそうなのかっ馴染まない都市生活をはじめることによ勺て、就

職が困難となるばかりでなく、長年の土泊習慣、伝統文化、昔からの牛

活環境への愛着といった貴重なものを喪失することなとについ亡は 言

も触れられてしミないのである C

7 )許制の結論

木評価書の結論の百五分では、ブロジゴケト建設の肯;義、 1軍駐の現状、

施工期間中の環境影響の分析、運用期間巾の環境影響の千語u・防1卜桁育、

取去移転の影響、公衆参加、環J責管理および環1査モニデリングとし=った

点で、許制害の各章で述べたものをまとめながら結論を導いているc

すなわι、本プロジヱクトの住友は幣錦市の交通条件と系政党設の建
設を己主脊L、都市発畏を促ileする、プロジ l クト述設後、路面が広がり、

車の流れが脱出lとなり、車のスピードアソプによって排ガスが減少し、

平気の清浄化につながる。また、ブロマノーLクト建設役、騒青が若1増加

するが、有効な措置をとることによっ亡それを最小限に抑えることがぎ

きる。総じていえば、木ブロジ J クトは公証述設7ロジ J クトであ旬、

盤錦市に~f{著な社会的経済的公益を与えることができる仁それゆえ、本

北決60(4 '87) 1099 [44] 





中|豆|の環l克アヒスメント法制l慢の構造・喧刑 効果(2:

11評価範囲と時期

本計画ぴ〉潔境アセスメントの範囲は、広西n十族bditi区境界内の陸地と
海域の全ての区域とし、許価の対象時期は、 2006-2010年の l一立J

，[画時期と一致させ、長期発展を合わせ一て考慮よるとされる(同報告書

1 TI) c 

む許制の重点と方法

出向工業発展のん向およひ1最J貴・資，原市IJ約要素に茶づいて、 Cu計岡実
施の深境影響、 cιji[00iの産業構造・発展規模およぴ配置なとの滞境への
合理性・実行可能性分析、 CJ~ノ計阿案の制整建議・環境影響軽減J昔置等が

今凶の許仙の重点であるとされる(同報青書 l頁、九

そして、言下価方法については、各段階で許泊方法が宍なり、以下のよ

うに想疋されている u 主)環境影響識別段階では、は緑化方法(原語は l清

単法))、専門家flj別方法などを民用する、(安計問実胞の汚染源予測段階

では、類lヒ分析)J法、資料詞杏}J法、専門家諮問)J法、総合分析}J法な

どの手段を係用する、 COt量境現状評価段階では、現状制i，~1j、現状踏査、

データ統計、資料分析などのん法を採用ずる、(主)環境影響分析段階でl土、

模型方法、趨勢分析方法(原荷は[趨嬰し外J昨法])、類比分析方法をぽ用

rる、(玄l環境容量分析段階では、模型)J法、資料調杏}J法などを採用ず
る、(6:;公衆参加段階では、アンウート、訪問、座談会、専門家諮問など

のノ~i去を採用する c

引「十五」工業発展計画の概~lG

この計画の主な任務としては、，[ 立」期間中に、 10%以上の経済

成長率を保持し、平均GDPを現存の1000ドJレかわ1500ドルまで引きあ

げることである。これは共j主党第16回全国代表大会で決定した2020年に

平均GDPを3000ドル以上にするという H棟を達成するための基健的な

作業でもあるとされる c このう ι、工業の経済成長は最も有力な馳動力
であり、 13%の高度成長を遂げなくてはな iつないとされる。

この計阿は、特「 循環型経済理念を樹立し、環境の収容能力を前j~

とする資岬、節約型、環境友好型工業経済発展を促進させ、工業経済の安

全・清潔で、節約的・持続的発展」をアピーjレしている仁また、計而中

のアルミムウム工業、精業、沿海石油化工、マ/ガ/業、鋼鉄、林産工

業などの資源型工業は、資源消耗羊および汚染物排出量が多いため、水

北決60(4 '85) 1097 [46] 



，" ミ見

I東I寛平大気環境なとに 定の影響を及ぼすと計画策定者は指摘してい

る。

U 百十固め1軍駐保全日標

工業発展「十 五」言|函の場境保全H椋J土、環境保全整備にさらに努

め、全区域の環J克汚染状況を軽減し、牛態環J克のig化趨勢を抑制JL、社

会経済の持続的発展、生態環境の良性循場、都巾と農村の清潔で三時しい

I東I註づくりに努めることである、とする c

五|画策定苫l止、工業用水重複利用率をG;j%以上にL、工業固体廃棄物

総合利用千、を70討にする円傑を打ち出 L、具体的に以下のような措置を

提言している。ヨ)資7原の利用率のアップに重，白を置主、「減量、舟利用、

循桜」の発展ノ f ターンを実現すること、~~)ク')ーン生産およびゲリーン

J支耐を推進し、 I伝染が深刻で、高資源および高工ネルギー使用型工業を

淘iよし工業汚染の末抗防|注型から事前予防型生産へ転換すること、「司

法¥t.経済 行政手段を利用して、環培保護肯識および臨督管理を強化

し、企業の白発的環境保護システムの構築に努めること(同報告書l:fF.1Jっ
S) g]-[酉の環培影響議号Ij

本計両は、ク')ーン生産などの先進技術を位1.Jtするが、多数の新築、

改築、増築ブロンょクトによる汚染が依然として漆主Ijであることや区域

涜境の収容能力の限皮から、やはり環境53警の識別、科学的チ洲、合理

的配置が不可欠であるじ

識別において、内染?}，1，としての産業は特に鋼鉄、石化、車、アルミニ

ウム業、マンフ町ン業、製紙(康語は[林 紙J)、高新技術などであり、

川染されうる環境要素としては、水質環境、大気環境、生態環境が考え

らhてし通る c

表3-2-9を見ると、心の百|画実施にあたって、特に水質的濁、大

丸汚染、上痕汚染のみが考慮きれ、その他の公害I~J植はまったく考慮さ

れていないc また、生態環境のうち、森林、湿地、十地、水系のみが配

慮きれ、その他の生活環境要素は言下位されていない ρ したがって、この

，[固における環境アセスメントの環境安素の範囲は狭よぎるといえよ

6) ，1画案の環境実f丁目l能性分布l

ト述のような各環境要素につい亡、現状分析および計丙の実行可能性

[47J 北法印(4.84)1096 



'1'1五グリ君J迂7ヒスメシト渋市:1町三(!-;，f!J:圭‘ょ主，iJ. '~，'J; で，'~

表3-2-9 広商「十一五」工業計函主要評価要素の一覧表

1]1両 市古手1刊書14日

分析を行v¥環境管埋の指標休，fを表示している 3 つまり、広臼の産業

は工業化の干)J絞殺|砦 cJciJ、長:1_¥-，J1!J日下511去、司王)J、ガス、;j(j主、交通設

様、精知湖付などのき震棋を除けば、その他グ〉産業は循授が;台程;支がJt較

的に心〉通のである， I 一軒」工業j主きさの~:;，吉ーは基半的に合理的であるが、

部力的?調整したうえで、重点的業荷の f ネ1νギ 消耗量と環強行染を

抑制する!:rHlr:れ二、 剖分グJlおそ経済基凸、事)¥1のf買範て事を建設する，12

望号があるとされる(阿部告斉3，1克人

.. j公災参加

木守l同)J:でよ主 Fセスメシ「↑干葉iJ)科手:位、公正性を健保宇る 713め、専門

家諮問会、窓談会、?ンウート制イ?、訪問などの形式 P広耐の 4笠祈の

jjt，h都市日におVミて公奴段、見を舵取しにυ このぎ:銀参加部容は2JC叶 I

月九 7ヨ:ニ行才)iL 55;)通の調査設ゆ配布上、日l透ゆl:dlXLたとえれ

るり

調査j表:よ、 18グ)問 v 、う〉ら構成されるが、てれらは~1ÌeI下の球境i伝染状

況について、 ::2'-'、11訟 | 立.1 1染?と長計画内宗本的状l兄-:::5よぴ安

の環J克j;f~;渋川につρ て、 l三~該ロ|百子支拾する必要作についてもとい

う3点γまkめることがヤ主、.i，t木的にごうi会計ITlてに対ず る ~2~号置の;意見秘

取であるといえよう{宍該許制害お 3'/頁)c 

また、まとめいおいては、大気分の公;1<が広刊 . -hJ --.Lぎを1島民;十

百をある校茂了解し、ミ~;~主配岡支捻 l お :tる資J原、 j烹境令室、工業構造、

下業配置などの同記:ご問し、をzγ ぐいる Jまり、ア業配置を所在地の

資源と部境将苛によ J 川医ii:し、 1后主計イ湾グ〉発肢をさり:二百1視寸ぺきと

~~， 1 ，1 í~;所内地方都-r1-;" ，~:_ :..3.、両手、柳州、枚杯、来 í!:~ 、 22州、信州、玉持、貴;号、

北1;.，長):)1"、F戸以j柱、 !;j=;1:亡、 白色、河泌をJLLてし叫

1己が00>!'凡3)1;;9;:) l4らj



C'門
市
川九」

の認識を持ち、.3設計画ゴ〉実拡が地域尽J克への影響デプラスであゐとの

結議をIJ¥:.-ごし 3る (PI報奇書38長

公衆参加は、4LP可米諸[i~:会、 lボ談会、?ンケ成替、計171] なと円形

式で行われたといわれているう¥ZD06年 i月3-7 Uの司の公衆調査

18e1の選択肢に限安された君:足調布 γと什まり、その也の形式にJざ

けξ公衆奈加の警禄:ま全く現Hない外また政主人には、公衆参1jZがいつの

聞にか(公悦参れ損害]仁会詳し 20D日牛の l出古 γ ピスメント公然参加

暫定説法が機能してけるとは;えがたいc

日I 頃J註保全対策およu、汚染軽減措置
、む探境保/←吋策

計同策定検問は 有」ーささ活民吉十河7)環境似全対業として、持

絞IlHj~ 右発畏 LI 標、頃」克友好型 前約型社会の構築、循環ザJアの発~，i l'

i宇の 1: 保士ねら !n して，~ミる、ま丈手、軍午、境-IÆ:全ì:):iitV、剥J3.-1: (y_~ 議体系を

や:奮し、クリーンごと忌と ;i')ーン J対立を推進し、主;~埼モ二タ)ンググJtt

組みと百子活習ミ主体系主将築7るれここが?在、定:'-tL -c 1，、るつ
三)環境汚染軽減拾室

まず、対涜設資を増加させ、投資効果を日める η この '1' で l.~. q;~の

汚点処理場なこの汚染;右lLiJ品説を建設し、ク 1j ンごと必たこむj?jj布市立

去崎校府本当入ずることが重伺戸;n亡し、る合てして， }j(資源・ f地資;;J;-;i・
森林浩滞・損ム是主.tál時、・ 7毎 ，i，~:')3 よび海洋治身、を{ねましながら総合的に利用

し、主つに、ク jーン-.J_::-?、 yレFーと丹生工ネルt'←の開発相IJrtJなと-.J_::-?、

)[ノギー保障5勺f.i記ιの持与さが考えられているー

次 i二、環境ii)染を総合的 i二防除する 3 つまり、水質Fj潟、大気iI1'~4~ 、

情 i骨~~i主同党肢のよ三作rtJ な千{ょとし ζi立、二設情iE と三件 j; t薄 i~ ~.(荷主主 L 、

i虐i:2:~企業や1て業 ，:L:1也を定説L、 コ産党手手立民きせ23こ土t;{性j'止されている

!日司部主主君t2Wi

。l環境モ十タ T)/グ{ムミEみ I干む管理{又告の只{手前法設ゴ法.1.~ては、(ジj玄

白酌都市・トベ域開業悼の発畏， 1 苦対!て L手議プ l' スメン、ヰ h うにと、 (~)i 1'J

染物抗日出総量をぷ1)市川、百τ三E彰J之や継続自':;(:~ft3生するこ土、 (8)ミ者境保全や骨

皆:豆 (!ì 剥;仏~ i[， 之ト持者~:-q ゐここ、 '~f)剥i 込 増誌ブ n:>，1 ケト:，，:.tすL"(駅倍な干手

，~.認 '-if 手〈完を iぞうこ〆、 8tでガ」呆前な球憶 é~-Y 1)::- グ 11'-;.~~ を強化ず

るこ台、なシ/うあ;ずられ、いる

l49J Iti止、ふ()~4'8'-~ ， 1;/;4 
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|話予主経荒物汚染なたを重点的~，-:防1?し、とと支騎打保全と ~， -:努める

また、計百めまこめ式!ところに、 I軍指汚染、ゴ>f-jレギ』の利用、京

湾境保全なとドういて立見子提示しているが、名 ι何つのお:コ二週 I~写，/)持J.'立

k 相iニタ流の欠剖:等C勺J苧[l;;で、よ支実の実性過程'.~;::ì i."て、実n~ を繰り jE

1_ 'Cいる (ra]報書害";.;自民)と[て、折、令撚境保全法誌と汁'1~を慌起し

ーとし、イ r，;c

。1
討{曲のキぅァにJシ、べ i土、長所、 fiLqfjのliDjI~I から)í~s:')ょっにeべら

れている v

まず、計阿の長所と 1亡、択の 3点があげられ lごL通る戸

τ}木石岡l土国家および自治区のか体的発費戦時と J;!( 1て!当る 、可該
計四a指導方針右下l主ifll長も産奇迄‘産ft配置等C')市jで l千]家冷件、発展
戦時望号求;こ待合L、 J コ，I};酉建設Jの構想を作現でき Q とu う (汁幸'Ii

(i:'" H~{;- 的ょ辛J員保全法;芸と対 1，:':'につしては jf~r可、 i企業、

(:-;.j6〆¥ム1しごいるf

公売の三苛の観:'i'刀、

f弓ノAY:市と Lては，r:7，1議境保主主i哉とヱ旬、ルギ一 議境危機意訣テ高め、グ

ンこL"川十与えを政治的評価町中じ百寄り斗むこ〉、 Iイ)I f~ 学発広告'QJ 1， Cけ続可話ー

な完寝 j のま二弁会六に;tti僻tる と、"う吋業と公衆へL君場}主主古去やれい、 {'J

染jlj!剤、汚染"11除、 J十伝日夜_I'J (原誌は'--砦回徳ノJ!支〕ノを叩11'，すふこと、
1てlクリーンι産Lノdミルバリ也、i)コ夕、ルギー収有能.1). i~:t:+i存量に基つ， '亡、Jl:-

事実発伐数量 規号、 情活字決定，;;，ここ、(相公ヂミ参力;I :(;-_~台、 ilj( 決行 L、公栄芯

総合的政散決才一;こ参加さぜのこに l方位主・尖砲，)サ/クルの l小-1.f:11む、:..l
t岳山地‘ム写実HIl';，ノ 4トイクルの f山{局場j、|次主主 a干i会!け「イクルの「大1府豊 J

~.(起.FfSさせ、J....:'::J;;当 エコアr~.(}l.d;: iること。

KL Cは、 j.:，.Ft;:j);t環境へのitr詑感、責任感、佐北 l品宇トイJ孟オ 23こど 1

'， t .l業悼と j:T 技伊は当日ヨI!d ，;ιJ、~ !レをl干狩L、ケ i>/'止l雫〆べ Lに符台ゲ
る • .:， i、"う)宗宗ク〉状況を!/;仁、企業予告設のtiJ若に向 I志する!:Ili; ~;Í":'二、 J二ネルギー

江臣、 工1、"ノギ， Jli存続力、事諸手手早などじパ、業結実tF::j>r，( も配慮する?と

ノ"Ci土、ケ慌時計哉と ZE 士詰知訟を強化するこ，.イ}政I~，j 平定設者ヘ

σJ監督);$"強化し、去し:心的此朱決定:，，:-:1;;;:加し、片三Uの)('常寺4府司主式t務z小♂f朽二f悦照寸ゐ iこ二ι、
杭!け士球長厚憶佐主む:深♀す全一およ 7〆土こ三'U

る :.1阿斗「行王
J

主エ舎五羽8 :;印9問¥、

1己が 00>!'凡1)1;;93 l5uJ 
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告書68頁j0 

くよ)本計画の発展H際は、国家技術産業政策に符戸干している。 計画は広

西の経済発展二ーズと課題に某づき、 内外の工ネルギーと市場を充分

に利用し、経済成長の方式を転換させ一、工業総量をさらに増加し、経済

発展の中で l'業駆動力の役割を発怖させ、調和あるJL!ZYの建没に経済的

な七台を与える」という H標は国家技術産業政策に符合しているとされ

るヨ

ヨ〉本石100iは環境保議事業に良好な戦略的基慌をワえる c 五|画は工業循

環経済の発展という章を立て、亘点的な循環経済、重占業種の干工ネルギー

節約および内染防11、循環梓済重点模範工事、重J凸業種工ネルギー消耗

指j車体系などを独立の章・節「したこのことは、工業の循環経済、環

境保護を重視し、今、j圭の環境保設事業に良好な戦略的基慌を打ち立てた

ことを表明しているとされている(同械告書船長九

次iこ、計画の短所(問題点j として、次の3点が指J両されているじ

Cu本計開設定の産業構造は、依然、としと工ネルギー開発工業に依存し、
加 l型 l業、新技術虚業の割合が依然として低い。それゆえ、企業の自

土能力を増加し、産業構造を制整L、エコ工業に力を入れ、産業連鎖を

伸ばし、工不ルギー開発型から工不ルギー開発と加 l製造併合型へ転換

させる必要があるハ

②循環経済が発展しておら「、名並業問の関連度が低いロつま旬、計

画'1'の食品加工製造、電力、ガス、父通設備、鋼鉄なと;業種の循環経済

程度は比較的に高いが、医柴、紡績月日夜、統業加 1.'など業種の循環経済

程度は依然として1Llいc また、各産業は孤立していて、相互の促進力が

不足Lている。

ぬ大部分の地域における地表水質が現状レベルの維持であり、大気環

境質孟は 2級レベルにととまっている。計阿実施期間中は、部分的に河

川水質が好転するが、始、どの河川水質が現状と同じ状態である。加え亡、

北海、欽州、ドh域、崇左の 4 市の空気質主が d~ レベルであることを除

けば、その他の都市のz;g気質量l土2・3級レベルを上下 Fる。

C"!}鋼鉄、製紙、有化、アルミ三'7ム業、マンガン業の発展は生態環境

に危機をもたらすじ鋼鉄.rr-i金業相の廃水には、重金属物質が含まれて

いるので、うまく処理できない場合、水中生物、ひいては人聞の健康に

[51 J 北法印14制)1092 
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影響を勺えるのであゐι 製紙業にあたって;土、植物をi京犯にするため、

+.1;[，引用、天然林、生態去手紙件、+壌、水一上保持なとに支障を与え、高

波J主の右1湾岸全本土川、l:iミに伝子号を加えーむこととな 6ゎ石fI':業;士、本'l態

、ス子ム、デ，)ノ，-、な庁域ぴ)11 然保護区域なと ~t 濯、環境 i 影~円与え

勺J 紘山開発業 J士三と沼環慌の完三三也ニ，.:ザメ」ジを与え、J'j吠-9，絞， .も景;

手当i をワえる c 世z.~こ汎茂に生挙制ィ室町，.置をぶりな~..，;[;号令、水+;A，:'1;:が畑茂

[、 L人望イヒの原岡にな心)きれている乞これらの本資;;1雪、ア!l'~ユウム・

マ〆ガンなど鉱j'f:c拘:士、告11罰の工業発授に寄ワするが、長照的視点から

は依然(~ 'C'不足しと lべ、市坊の'1:スヶは大きい そのため多径のJ

T、Jレギー供給Jレ 卜か j~ 更であるじ三た、立:白び〉一上地資 ;1立 :.;t:iJ{られにお

り、 l人予均O.OS7km<となうとおり、企門市主-;1-.ペJlノの0.¥氾kmz1(かな円

F:I:灯、世界じf)~J~ 界(;京詩i土〆警戒称、fl に近づv ミ亡し、る

十一nJ 紙二ξ産';t配置は基本 Ú~)(.二亡:-}S:!ゲJであるが、部分的な剥惑

う:目、安であるロ;城北区では、空気汚染託業を配i註1どこと:土不当であり、

庫区iiif1 i 1におい Cii本質汚泌が孟太である製紙・化ゲ工業を配置するこ

1 も不当ずあゐ f 判官望 台山区では、日(}，少燥些0'1ド l引を事 :J~I; ~、かっ新

たな J<!1l汚染泌を帝1;1:却寸る行川、民宣;よ二七ち:計制産茶 Jて還 L、右;Tの

ザH子 l土木質汚濁が大き\二に消し、北海市[土製紙菜、石油、化学 I:~'Æ

の規慎イト糾-f;tIJ-t.{~，点、要かあれ、防法1号町、欽 11':市はノ〉気ぷ崎ザギUFI 、

本子f;r車、 it口幸f;濯を開発L、士号i吾、吾川、資，1:1': 東部をうまく土計画配

置の重内、地主主』ニ涜すると 3れ、いる(司報#害/0買い

以ーのよムな初([1，庁、~.) :まれ計画実依iこよ行'l活環J赤ヤ'l態環J赤なとに

非常にn討を与えるにもがかわら寸、経J奇利益のために口1[ilI CJ:拾が"1能
であるc:~-追う結前γ至っている 3

(3:1 建設ブロジェ7ト環境アセスメント報告表

{事例 :i] xx丈十妥結集ブロジ工ク 1-.6:)

ミ143A]最境アセスメシ入報交の下l称、 策'jC機関などはIli':(1と

な勺ぐνるιしかし策J志向期は2UOυ年())一日日と吋記され、また

間れ欄に xx iきxx県文京都政何?と記されといるこ τからみると注設機

，:'i:' :f，fiXすノド謂 ';ll;"l:'':\'i 'N\'i .S ë.T: 1おじりじり川口ぜwρbEd;loT/ l1;J 1山 r~f i I甲山06山 :Z9Uo?(i

ワヰ:.PDF 最終γク寸:ス吋ば、ワ制19牛， J---: 76汁) を怠Hii

~::: '1'字GO>!'79)];;91 l5つj



関1土政府部門であるものと思われるロ

U 建設ブロンェク 1 の基本伏~)L

，" ミ見

上J主のように~訟ブロジゴクトの名称、建没業者、建没地および連絡

先が陪名となうており、責任者、電話砕号なとが竿欄となっているc報

告去によると当該新築大橋の長さは:578[1]、阿1:5rn、使用回績は9600rn'、

総投資は3321.4万冗であ打、そのうち滞境投資はIG8万冗となっている c

このブ口ジヱク卜実施に作う撤去移転対象は、当政県の[粒食同〕事

「77ピル (40人あま i))であり、県の都市，，[画に基づき、配置手配は基本

的に碓定しといるという[同地告，xc)'(!c
2 )王な時境問題と場境保令基準

百干価機関は、注設ブ口ジ工クト周辺に環境保護区および名勝遺跡など

がないため、建設区の500IY:の範囲における300人を環境影響の対象とし、

また、騒音 排気・廃水・同定廃棄物といった環境要素を主な評価対象

にしているじそしてブロジ J_:7トの設言|期・施 l期・運用期tこ分けて、

生活環境と生態環境に与えうる影響について分析している口

ところで、汚染物排WrJ;C準!こついては、排気は 大気汚染総合排WrJ;C

準J (原請は[大気汚染物総合排放除準]) (G R 16297 -1996) 2級基準

を適用し、隣水は汚水総合排出来半J(原語は〔汚水総合排放標準J)(G 

H8978-1996) 1級基準を適用し、騒音は施工期につき「建築現場の騒

音制限値J (原語は(建築施 l場界声限値J) (G Il12:i23-90)主主準を適

用すると L、中 の河染物排山についどはでれぞれ基準設定が設けりれ

ている c しかしながら、汚染物排l引の総量抑制茶準が配慮されF、報告

表では空欄になっている(同報告表10頁)。

3) 1~草I責保全措置および建議

許{向機関は、環境保全折置について、設計段陥・花工段陥・運用段陥

に分けて提案している c つまり、事業者は、主五観をはじめI車場影響:こ配

慮し、場境施設を主体工事と同時に設百|よるc橋脚を台理的に配置し、

水中野生動物への影響を品小限に抑える r 工事中J土、騒音減少塀をfeり、

出休廃棄物専用の置き場を設け、専任の管理人を置く。また、水中工事に

ついては 気1包カーテン」措置をとり、水中動物の生息地を保護する η 工

事現場仁木をまき粉塵を抑え、クリー/生産に工夫するじ運用段階では、

橋の周辺地に廃水洗浄措置を設け、周辺を縁化する、と侃索されどし、る c，

[53J 北法印(4'78)1090 
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重軽3-2 -10 建設ブロジ工ヴトに伴う環境影響防止の想定措護

I司¥-Fj¥¥つ¥句'd ;;s i，j-主 -川" 汚染物名作 防"措置 十t:e効'1'

仁気持染
注~':Þ; 浩恥 ぷ 8~;.?~ト rg~ li-;rm ~ト主ム 4 圭'r;;本主担Filj

:I~.~科持久 ~，()~， lii 心 1華J1なとタ fl こ f:~:f;-ç 、 l'i[JFl : #;市 1亨友!Jc出

./アソ トの|笠祥βss ìt~z地つ 'I ， ;.-t 基準主札制「叫
よiYジ ;'--i'+;与慌てへ

4三百汚罰 持宍 '.丙の沈 i~' 与さ/ぺ油、 vつ 主主巾日:]¥沈:下ヲる

UÜ;:S-'，~え しOD 農薬水ドするか1;;-ψ 担L珂
i，~ll_ :'}で，寸ι下fる

亙f不r，草4た Ef午医);;いJ 不純~-t~: 官公に埋める ktnト1

む百 主吋 (2:::: CO 6 品.1 (はむ￥泉市 f バ )/!r業t-:ではなりない

'p 民 主我三千1甜会計良p

1 '公摂参加

':~f ~~-I (1)ノこい1き主力日(よ、 γ ンウート剥品、の形式で行われ「仁 E訓司合公:範凶lは土影

警警等守手、を 長云:;けt;， 之る，{住士7

L/たニという(向言評干価批3弘4t良1りjつこの20人のうち、 14+;が持注、。拾が火性、

12名が4日歳以:、品名刀、4リ歳以卜であれ、字座シして:土氏名が大手京、

4主主1;'市校および専1"1";;校戸、 “主主が'1'予t(!弘、 1名が小"}"

九ことである口 ?更司{体1半三l的均な参士抗斗収状¥i兄[は土表3----3 ----II (グの7乃〉ようであ己ι
) 

ãl' í耐機関の建7誌のとこ λ とはよ>~l'U:J 見に基づさ、建設検問はプリシェ

ク 1'，0)_:事をスざ」 γ?ノアさせ、緑化主肯:L、とと京二底噴への影響を
軒減しなければなつないと 3れている lr-r-;'l許制表36戸、〉。

5 )環Iず計千;河出持分析

ーしそ許?ついて経J奇的に "Hrllll.~ ，ι景境損失と ι景境利益写推賞し、環境保

全投告を含む涼l克f己主主を比較分析したうえで、環l克干i;主主がま Tまずほ大

jるという結論を符てL、る。

引 E了f百の結日七

J，b伐煎をはじめ、法築村判の運愉、法設工事、その後の運営などに

イiい、土と判決i誌と周辺住民の生活lえi誌に一空s:')--，(イザスs:')影響iをよJ える

のはやむをえない二 かしながh、現行法律語、規を迫 iし、記I，f"な拘置

1c ~i(れ i工、 そのマイ「スの員三官rや去三小;;}.!:主に字申さえ、 ;if :'-:、主出土心のf干i生

環境・宝~'::t 景設・父犯逮靴、士ど!もたっ fプラスの彰響1二"1常仁大詰

い すなねち、ブ口シこク l、ヲミ悩に{宅つ潟境手H~: .社会手H~: .経済手J.~~:

~::: '1'字00'4-77，];日日 l54J 
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議 3-2-11:公衆参加調査状況

~r f 土 づ万
U む L 1兄

人情f主主C_雪寸，1-，1，力、 主円三|口 l反寸1，3，_~び廿かりな、 1 宇 L

r工空交 !;;.1~{~. "".っか 18rl刀-i';l，ワ、 2::/';が主イトIJ号、主げコ

当d す1刀1毛足(之l古北山花済五と単に有危う、 主はが~":か主与え f

f乙・交遇政計五，;-eきる刀】 |全niJ匂♂るは去と
当日空 事乃1l期主アを希望);:，元 ヘl Lιむトぇマ

上'f:γ作っ 'v車影響不全けるか i人は受ける Iひ人 i~受けなぜ}

f-jにこiまう出苔(よ24!とさも l:i.I、改交己できと l九日三:?むさなL

j村l償、文革予知。て，'るか つれが';:，l'-'て，'る 111!7:知人な J、

一仁享珪ゴミえ支ιするか 1~;t:，S 十ーヰヲる 1私iJ'司ちなし

市
川九」

e，:青村民 ~:'_ y.-: iてζ う，'，1よカ
IIタ，7戸経v戸梢W-tの凝択、がr，が配置苛g;{_， 1 
話が向ji歪，1、

工宇l杵:'~-j も?てきj: ~~;響:.t fiCJ:，~ 
2 /F;:h守王H'，0，)/乙 11' ヰグワ~'!'ガえ、 9 名イl、粉 2士、

9名主主l吋包

漏j音影響!T;中茎b究明者ヘ:7)i;丸者(二何か ミヶ日会l会主主Rr..Ii:~_~ヰの::Ul::;:';語!:'1 と

1ヰエ:...:.M-t.z:建，;-tそζ 花見は阿方 18包が下-!m)と を 1霊択)、つ包 I~<j仁川詳

，LP， _~党 ちお子 1羽j1でい 町長!上 η下"¥，.

刀す原告であ引ので、本報告書が捷必ずる汚染功止措置をどる刑提iJ)1;-::::-

l立、当夜 /û ジ 1 ケドク〉ノリがよ jA~:: 1__支えな wリ:品!?詣f，;:j'らずしCいる '''1 

j干偏表 t~n言、}

(4) 建設ブロジ主ヴト環境アセスメント登記表

原 l克影響が￡常~，-:小さく、 i景1芝アヒスえン 1をもう必安がな";小t立検

の建設寸口ジェクト:よ、環境アセスメントE言己表に記入L-C，芝;ilけるだ

けでよいとされ心れそ5勺小切傾向ブ日ンゴク kは衣 3----2 ----12のとお :1

-戸 t ツl 的 rJC 

国家環j立iZ己主総局の作成し工'言語1<1正式を見る主、このような畏J克7

fスメ J ト守主表は簡 q~ な4:の表かh構成さ去しるご大まか hこいうと、

埋設ブ，-1二J工クトの主主本状況 u、1) ブロジヱケ kの:s]:111 (ぷU 周
辺黒沼状況および工事，1)叫れ l表幻、 ;)j染物排出状況・防「灼告芦およ

び審長.~，;';~í-IT ~育児(よりを記入するこ r になっとν る ι ょた、 !<S:')説

明には、国家環境保設総 J~~: 公布グ) I介預菅胆 ljス 1"J とI司様に、

けで済む小児l需のブロジヱク¥の条件ry-I;記している

“そのた{牛ι;工、 (1排水戸Fヵス 固形廃棄羽:!，;、産主字、具・桜音・宗主。

lssJ Iti止、ふ()~4. 78， 1;;らS
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塁走3-2 -12 環境アセスメント登記表を行う小規模の建設ブロジ工ヲト

.ltf ね 川~戸号 |パ う子 乍子仁 L叶十一

"j';，唱-ー aト 呂持，~~泊 /γ七日 l::rd支出のも円

rtr主主長 ~:;:;響， .j 梢ノ~':5()rn' 走 y苅のもの

可て言~}J.t，:;言司法 注業iB-;績が氏)l)I)，fI'士山のもの

有料貯~工場 J寸戸守プてi置の立L刀、nrA-上仏で子去るもの

公同浴場 門1 世間活;~. y'l)()rdι訂のも円

ノl、主iサ '/ス施設 l、日夜這.'1.)真淫 裁縫!占i 津署 :ij 積がりCryt 土 {i~4のもの

社[:~:ザ ス、設原;Ci.fj ヨ河協珂7t 令部

~Q， ;-}!2 汁げス業 J主摂，~績が3lXìrd禾f詰のもれ

?校 ti? j 生設が~s以)名大誌の 'b(i)
"、主g士会水十村民'" らぷ:;

技術【立)'3ブ日ン:~ 7 トヰ-'-'+eγ)，~*~'):併設 中弔

:flli円ワ国中本 1十 i :fb'i ;':"IO.\ウデー 1レ ζ況の i~ 1&

~!ì円コブ者fヒ 同私-1，、lつノゴlぐた;tJt，))もの

家久製芭 ゴ文台士山仁沿f;.!l支出C)もの

4すね吐ii)';J鼠玉三 'T:~ぞ::

イ出 l犬:ti'fス}ド了J京会 '+、'，:い7 

で含!足 加 'flA..:満の挽 1/1聖2Jr

l言淀司部 >"， ;.'主主主力もりて:;;;j~;のもの

正 二(/)-::1¥二 本村 竹、昔、佐端、平年と円旧工も任てこ去を記入 d 令、と l こな'~ -，-' '三

ιj~ ~主 l問。年~2J-J 0じ公布の:]，1'<環町長三幻岡山公文書!日戸白{主主"11:r時発 :lD山、"むら l
l足立プワジ J γ'd日培日1百条ノート知特韮I ス↑ {副作(アJこヘメJに;Jleろ7:"1:;; (1手話じよ 11剖

!J';' ょと布戸ìi~設以 μ埠杭 r*~~ 5-;'記 ú' r:' γ『弐， ' 試ri;自f通知;'1'1 じよ【1"1時 J

り見るこ、念出に置がれて 1."る

公:再であることが時限rであむ

了寸スメー/ト要素:よ、やはり負担 7

2 ~擦の環境アセスメント文書における問題点

~J，J:、主際的探墳アセスメ J ト丈害グ)'9ミ測をいくつか取りあげると;ロ!

ヨキに、 -l:j干のi日J需九百ヰ してきた。第三卒の構注分析の部分こさ;干重

なるところがあるが、その安:~if 的2雪渓として、シ:，~--jではこれLつの1:例宇

政事J根 efZ磁波:手fr:情仁不利な影響や能不自':;(:日 Xなν、建設ブ汀:.}.-'ク

11苛; 地形 .:~t~sn 、±丈、でt鼻、件特与様性二らとヰ基本[j;j に変化きせ司、井忠

;~(1)情立i や 1書出も J主えない建設ブロジヱク 、

~:... !~士ししj、 :!t:.bミ設ブ汁ン「ケ L な F であ;:) r 

~::: '1'字GO>!'75)];;::)7 

ぅ 、な互主主 ι)~.;学を与

l50J 



体における問題点をまとめておきたい。

川代替案検討の欠如

，" ミ見

1軍駐7セスメント手続においては、代替案の作成・提案、比較検討が

必要不ロJ欠である c Lかし、上述の環境アセスメント文書の具体例から

見ると、建支プ口ンエクト環J克7セスメントに寸よ、計画環J覚T-tスメ

/トにせよ、代替案の検討が見当たらない。[事例 11に漣設線路の比
較選定、長征i訂の1討を波る h式の比較分析、都市道路の路 I~I材質の選択

といった t凸について比較選定をしているが、それは滞境アセスメントの

代昔、案検討と異なる口なぜなら、代昔、案検討とは徒案された計同十プ口

ジェクトグ〕貝体的やり方の選択だけでなく、それりの立地・構造・配

置・環境i民全設備等を含む幅広い環境保全対策のことを立昧するからで

ある。したがって、許制法に代半平案の検討要請が盛り込まれていなしゅ、

ゆえに、実際の環境アセスメント丈喜には環境似全の見地からの f-ï;)~'索

の検討が浸透していないのであるじ

(2) 不十分な環境配慮

王軍I琵7セスメント文書は何よ的も環培影響に配慮すべきであるコしか

し、 け主した支例の計画環境アセスメント丈書~;:t政治的宣伝ばかり台、

環培への配慮が不l分である。また、[事例 11で戦討したように、ア
スブ 7)レト路丙にした場合の胞工'1'あるいは運用'1'の補修に伴う環境内

染が最も深刻であるにもかかわらず、結局それが選定されているコそれ

ゆえ、海境アセスメ /'1報告書ぜあるのに、現墳に対する影響を最大に

配慮ずる気配は見られない。

なお、以上のような事例かりわかるように、環境要素が配慮されたと

しても、それは、ほとんと典型7公岩にかかる環峰要素であ旬、自然牛

態、文化遺産、動柄物の多様↑牛などの環境要素の配慮許制はほとんとな

いのである c

(3) 情報公開の欠如

環境アセスメン卜につい亡の情恨公開が不 l分 Pある口例えば、世界

銀行かりの借款ブロジムクト以外の環境アセスメント報特害は伯と公聞

きれないし、開示されても[事例 :l1のように世包が多l" "匿名を使っ
ているということは何りかの問題が存存し、その責任かりJ11:;泣している

ように忠われるの取りあげた3つの事例の中 C，[事例 11だけがプ口シヱ

[57J 北法印(4'74)1086 



中|豆|の環l克アヒスメント法制l慢の構造・喧刑 効果(2:

クト情報について公開しているコしかしこれは、何時・何処で・どのよ

うなずロジェクトが行われるのかといった通知式の開示ごあり、立思決

定に参加させるような情報開示ではないc さらに問題なのは、一体いか

なる基準で，1函やプロジェクトの是非を判断して、 L寸〉なる要領で国か

らの投資額が決定されているのか、そして、どこまで環鹿影響が配慮さ

れているのか、といった情報は 切公開されていない。

己十両草案段階干ブ口ジヱク卜の実行可能性附究段階からI車場 T-tスメ

/トの内界・効果・事伶詐{耐までの全ての段階における情報開示があっ

とこそ、環境アセスメントに対する監視が可拾になり、いい加減なアセ

スメントの頻発を山 11できるじこの意味では情報非公開も環境刈染や白

状破壊の起肉のーっといえようっ

(4) 不十分な公衆参加

トj主の3つの事例すべ亡に公;/.よ参加が記載され亡し、る口[事例 1]は、

世界銀行からの借款ブロジ J_:7トなので、 2固にわたって公衆参加を組

織するのもやむをえないであろう仁それは、情報公開や公衆参加が借款

ブロ /Jクトの有力な問提条件として安求されているからであるコまた、

公衆会議・アンウート剖査訪問なとの方式をとヮ亡いるようごある

が、い「れにしてもブロジ J_:7トの影響を直按守えうる住民に対して、

建設プロジェクトへの理解と i~J支を求めるためのものであ勺たっまた、

[事例 2]で概慨したように、公衆参加は 応fTわれているが、それは、
18聞の調査質問に限られた「公衆参加調査J (公衆参加の烹際内界に関

係なく、公衆参加の形式をとったかどうかを調整ずるjにとどまってい

る。さらに、[事例 3]にいう公衆参加とは参加者20名に限定されたア

ンケート珂否にとどまっている。そもそも、環I査に重大な影響を与えう

る言|画やプロジムクト以外は公衆参加が要求さ九ない制度上の問題もあ

るが、 20名という限られた参加者は呆たしてどれほどの住民の代夫性を

持つものなのか、非常に疑問に巴われるc

出l査参加者にし亡も、プ11シェケトの環境影響についと l分な理解を

得ないまま、プロジ斗クトの建設を支持することは滑稽なことであ旬、

結局副査執行者の誘導が成功していくのである口

(5) 総合的環境アセスメントの欠落

現行法制l是卜は、計丙とブ口ジェクトの亘複8i)な環境アセスメン!を

北決60(4'73)1085 [58] 
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泣ける t~ ('!1ノゴ〉規定。 Jがあるが、それ h グ)~君!克~，， :対する浪合的な影響;つ

い L許制する規定lよな L、。

現時々で5勺I草Ji7;'!乞スメシ卜:土、酒々 の九十1@-，¥')ブ日ジゴケ「の環境へ

の影響をE中川 fるものやあ :'l、同地域でのれ!日ワイ口/工クややE聞との

松合的お上ぴ累括的な影響を反映するものでは;たしてない J それゆえ、

全体的に、社会幹湾への影響、続続的hこ発生する探域緊等、探埼リスク

予定IJ~ 、の分析許価が欠如 l ているへとの主張に同感である c

プ寸記]

木稿[土、 j己j年明大学二審長持 l f~ "Íit百詩文 (2:>09-W 3月2"円授

， -方日三室・修正[たものとあるになお、方:'~事・修正にあた':;-c u:、オF 成~()
年度北海1豆大学クラー夕刻iI博寸-%d認課程古学生研究均成による研究戊
長の一斉:i-士取り人才している、

川詐 1πU~i0:;:\土、「控設 f~-1 ジムクトの時、地アセスバントは、三 l :::mに j，t-;ゐf0
涜 ;-1スメン ]，乃車設を1"1:"CなじればならないーJ L ';1一る。

。ぞ H~効，n望d:.')， '377P;' 
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